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序

発掘調査とは後世に伝えてい＜べき国民共有の財産である埋蔵文

化財の一部あるいは全部を、 ある時期に特定の人が調査のために破

壊する行為であるといわれます。 現代そして未来における市民生活

の充 実という目標達成のために増大する開発、 そしてそれによって

恩恵を受けることは我々に与えられた一つの権利であります。 しか

し同時に我々はその一方で失われていく文化財に対し、 その文化財

を現代にまで保存してきた過去の人々に対し、 その文化財を共有し

得たはずの現在そして未来に生 きる人々に対して責任を負わなけれ

ばならないのも事実であります。

今回調査しました浅川端遺跡も、 宅地開発という現代の必要性に

せまられての調査でありましたが、 ここに本報告書を刊行いたしま

した。 わずかではありますが我々に課された責任の一端を果し得た

ものと考えます。 今後この報告が長野市における古代史・地域史研

究に大いに活用されますことを願ってやみません。

末筆ながらこの調査のために御指導• 御協力願った関係者のみな

さまをはじめ、 直接• 間接に調査に参加されたみなさまに感謝いた

します。

昭和63年3月

長野市教育委員会 教育長 奥 村 秀 雄



例 言

ー 本書は大成産業株式会社による仮称 「檀田 団地」造成事業予定地内における緊急発掘調査報

告書である。本遺跡は長野市大字吉田 2丁目289一 2番地外の地籍に存在するが、今回の事業に
，，さかわばた

浅川端遺跡」ともなって発見された新発見の遺跡であり、 遺跡名は 「浅川扇状地遺跡群 とし
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て報告するものである。

調査及ぴ報告書作成等の業務は長野市埋蔵文化財センタ ーが行った。

本書作成における作業分担は下記のとおりである。

遺構図整理・浄書

遺物整理

遺物実測・拓本

遺物浄書

写真

千野

横山

中殿

矢口

青木

倉田

矢口

千野

矢口

原

千野
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本書の編集 、 執筆等は千野 、 矢口が行った。 なお第2章 「遺跡周辺の環境」については、 長

野市立博物館専門主事 和田博氏に玉稿を賜った。
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遺構図は 1 : 60を基本としているが微細を要するものに関しては 1 : 30とした。 遺構図中の

ドットは床面もしくは床面直上の遺物出土位置を示し、

る。 またスクリ ーン部分は炉もしくはカマドである。

それに伴う数字は遺物番号を示してい

6
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8
 

遺物実測図は 1 : 4に基本的に統一した。 須恵器は実測図断面を黒色で示し、 黒色処理され

た土師器または赤彩された土器は処理された部分をスクリ ーンで示した。

調査 日誌及び遺構実測図中遺構名を略記してある。 住居址(SB)· 土横(SK)· 溝址(S

D)等である。

調査の諸記銀及び出土遺物は長野市埋蔵文化財センタ ーで保管するが将来的には長野市立博

物館の管理となる。

遺物の注記記 号は遺跡名の頭文字をとってAKBとしてある。
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第1章 調査に至る経過と方法

第1節 調査に至る経過

昭和62年春、 大成産業株式会社（長野市栗田85 7番地 1)は長野市大字吉田 二丁目289- 2番地

外地籍の農地に 14区画の宅地及びアパート用地 l区画・公園 1ヶ所からなる仮称 「檀田 団地」造

成事業を計画した。

開発地域は長野市内でも有数の規模を誇る 「浅川扇状地遺跡群」の周知の範囲内に位置し、 土

器片等の散布も認められたために長野市埋蔵文化財センタ ーは、 同予定地内における埋蔵文化財

の有無を確認するために試掘調査を実施することとした。

試掘調査は昭和62年5月 13日に実施し、 長さ約 2m · 幅約 1mの試掘抗を事業予定地内の任意

の地点に 4ヶ所設定した。 その結果いずれの地点においてもかなりの量の遺物ならびに、 遺構ら

しき黒色土の落ち込みが確認された。

この試掘調査の結果をもとに 、 長野市埋蔵文化財七ンタ ーでは施工に先立って発掘調査による

記録保存の必要性を認め、 昭和62年6月 4 日より調査に着手する運びとなった。

造成予定地の大部分が遺跡範囲に含まれるものと思われるが、 宅地部分に関しては盛土によっ

て造成されるため、 調査範囲は開発によって遺構面にまで掘削が及び破壊されることが予想され

る道路施設部分の約630m'について調査を行った。

なお本遺跡は、 前述のとおり周知の 「浅川扇状地遺跡群」の範囲内に位置し、 その名称につい

ては所在地の字名をとり 「浅川厨状地遺跡群 浅川端遺跡」として報告する。

第2節 調査の体制

調査主体者 奥村 秀雄 （長野市教育委貝会教育長）

総括責任者 小木曾 敏 （長野市埋蔵文化財センタ ー所長）

庶務・経 理 小山 正 （ ＂ 所長補佐）
II 倉田 佳世子 ＂ 調査係職員）

調査担当者 矢口 忠良 II 調査係長）
調 査 主 任 青木 和明 II 調査係主事）

II 千野 浩 ＂ II ） 
調 査 員 中殿 章子 ＂ 調査係職員）

横山かよ子 II ＂ ） 

執 筆 者 和田 博 （長野市立 博物館専門主事）
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調査補助員 斎藤孝之 （愛知学院大学学生）

柳沢 和久 ( II ) 

原 正樹 （東京経済大学学生 ）

清水隆寿 （立正大学学生）

調査作業員 青木恵子 荒木 保 荒木良子 臼井充子 太 田経子

岡 田志野 笠原 博子 柄沢清志 柄沢孝子 川島邦子

神頭登美子 神頭幸雄 西原 延 八 田明己 藤沢月子

松岡栄子 丸山 悦子 丸山 美江子 村越量平

整理作業員 徳成奈於子 岡沢治子

第3節 発掘調査の方法

試掘調査は開発予定地内の任意の地点に計 4ヶ所、 長さ約 2ffi · 幅約 1mの試掘坑を設定し 、

掘削にはバックホ ーを援用した。 結果はいずれの試掘坑においても、 現地表下約40- 60cmの範囲

内にて遺物包含層・遺構面を検出した。 よって事業予定地のうち遺構面にまで掘削がおよび、 破

壊されることが予想される道路施設部分の約630m'について、発掘調査による記録保存の必要性を

確認するに至った。

調査範囲の表土除去にあたっては、 試掘調査の結果に基づきバックホ ーを援用した。 遺物包含

層及び遺構検出作業の際に出土した遺物については 「検出面出土遺物」として採取し、 遺構検出

の後、 覆土内出土の遺物は覆土上位・中位・床面直上等出土位置毎に一括して採取した。 遺構内

遺物のうち主要なものに関しては写真撮影の後、 測量により位置 ・ レベル等を記録した。 写真撮
影は各遺構ごとに遺物検出状況・掘り上がり状況・遺構内細部について実施した。

検出された遺構の測量は 標高 • 南北軸BMを基準にzmメッシュを組み 、 簡易的な遣り方測量

によって実施し 、 基本的に 1 : 20、 また詳細を必要とするものに関しては 1 : 1 0の縮尺で行った。

第4節 調査日誌

5月 13日 試掘調査。 事業予定地内における遺跡の存在を確認。 塩崎角間殿屋敷遺跡の調査が終

了するのを待ち、 調査体制をととのえて本調査を行うことに決定する。

6月 4 日 バックホ ーを援用して表土除去作業を行う。 午後、 発掘機器材・テント等の搬入作業

を行う。

6月 8日 本日より調査作業員を加え本格的に調査を開始する。 テント設営後、 残土処理 ・ 遺構

検出作業に入る。

6月 9 日- 1 2日 遺構検出作業。 弥生時代住居址・古墳時代住居址• 奈良時代住居址などの遺構

が検出された。
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6月15 日 I区南端、 III区北端において遺構検出作業継続。 午後III区北端における遺構の存在の

有無を確認するため、 サプト レンチを入れる。 遺物包含層と溝のような落ち込みを確

認するが明確な遺構は認められない。

6月16日 SB1 · SB2 · SB5 · SB6調査開始。 SB1 は本 日終 了。

6月1 7日 SB2 · SB5 · SB6調査継続。 SB1 写真撮影。 III区サプト レンチセクション実

測。

6月1 8日 SB2 · SB5 · SB6調査継続。 SB 7 · S  B 9 · S  B 1 0 調査開始。

6月1 9 日 SB2 · SB5 · SB6 · SB7写真撮影。 SB5 カマド部分、 並びに土器出土状況

微細実測。

6月22日 SB3 · SB4 · SB8 · SB1 1 · S D1 · 土器集中遺構調査開始。

6月23日 SB3 · SB4調査継続。 SB8 · S  Bl0 · S D  1 写真撮影。

6月24日 SB3 · SB4 · 土器集中遺構調査終 了写真撮影。 SB3 · 土器集中遺構微細実測

ならびに遺物取り上げ。 SB 1 2· S B 14· S  B 16· S  B 1 7· 1 号建物址調査開始。 第

I区測量。

6月25 日 SB14· SB16· SB1 7調査継続。 SB1 2· 1 号建物址調査終 了、 写真撮影。

6月26日 SB 14· SB 16· SB 1 8調査継続。

6月29 日 第II区において、 下層における縄文期の遺構の存否を確認するために、 サプトレンチ

を入れる。 SB1 8· SK 3検出。 2号・ 3号建物址調査開始。

6月30 日 S B 14· S B 16· S  B 1 7調査終 了、 写真撮影。 SB14カマド実測。

7月 1 日 S B1 8· SK 3 · 2号・ 3号建物址調査継続。 S D2調査開始。 SB1 2実測。

7月2 日 S B 1 8· S  K 3 · S  B 16· S  B 1 7· S  D 2 · 2号・ 3号建物址調査終 了、 写真撮影。

本 日にて実測作業を除きすべての遺構の調査終 了。 SB1 8· SK 3実測。

7月6 日 写真撮影 ・実測作業終了。 機器材・テント等を撤収し、 本 日にて現場におけるすべて

の作業を終 了する。
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第2洋 遺跡周辺の環境

第1節 自然環境

大峯山（△8 28. 2m)から△ 9 23.0mの三登山へと、 西南から東北へ続く流紋岩質凝灰岩（裾花

凝灰岩） の山地に断層沿いの深い横谷を刻む浅川は、 海抜 350m程の長野盆地（善光寺平） に流下

して、 駒沢川と共に複合扇状地を形成する。

谷口 附近では地附山東側を限る箱清水断層と、 霊園高地や三登山の南斜面を走る田子断層• 西

条断層とが交差して錯雑な地形を露呈するうえ、 霊園南山麓に分布して油徴を有する浅川泥岩層

（新第三紀中新世小川層下部） はすべり易〈、 谷口 地形をさらに複雑にしている。

浅河原口 から盆地に出た浅川は、 ほぼ 90゜の広がりを持つ盆地を構成しつつ対角線状に西北から

東南へ流下して約 3km、 JR信越本線と交差する通称メガネ橋附近を南限として放物線状に流路

を東北へ変える。

この間、 扇頂に近い浅川橋附近から山田橋に至る右岸に、 最大幅300m・延長約 1 .8kmにわたる

自然堤防が観察され 、 壇田大橋以下が顕著でその上を檀田通りがほぼ縦貫している。

本遺跡はその微高地の中央部に近く、 この附近では約 2- 3mの段差が 自然堤防と旧河川敷平

坦面との間にあって、 河岸段丘状を呈する。 流路の両岸に観察される旧河川敷平坦面は本遺跡付

近約8 00m間のみの存在であり、しかも左岸檀田地籍のそれがやや上流に形成されているところか

らすれば、 檀田大橋直前で僅かに左折して手力橋へ直流する現流路が、 かつては檀田部落の西側

付近で右折せずに平和橋近〈まで直流していたために、 河岸段丘状の微地形となったと考えられ

る。

現在幾筋もの田用水として左右に分水しているので、 護岸 ・えん堤の完備した約 2m程度低い

川底には僅かな水量を見せているに過ぎないか、 以前は相当の荒川であった。 そのことは浅川下

流の左岸にある南郷が、 浅川上流の北郷に対する南郷でその故地は湯谷沖附近とか、 本遺跡の南

東南400m弱にある盛伝寺は中世の宇木（岐） 城跡で、 同城は浅川の水害を受けてさらに南 1 .2km

の相ノ木城（現長野女子高校敷地。 同校建 設以前は遺構が残存） に移転した等の伝承からもうか

がわれる。 また昭和 29 年に湯谷沖で道路開設のために撤去された古墳の石室は、 大部分が地下に

埋没し石室内は土砂で充満していた。

その一方浸食もはげし〈、 治 水工事以前は檀田大橋附近で右岸にlOm近い浸食崖が観察され、

橋上からのぞく川底は非常に深かった。 それだけに浅川は急流で扇頂から本遺跡附近までの平均

斜度は泊、以下手力橋付近までは必勾配を示し、 この落差と水量を利用した水車による精米所が

8軒も営業していた。
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図 2 調査地周 辺の地形② （大正 1 年頃）
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大正 1 年 測図• 昭和 27年応急修正の地理調査所発行 ソ50000地形図によると、 盛伝寺は耕

地中の野寺で、 自 然堤防端末に吉 田 農業高校（現吉 田 高校） があるのみ。 集落は川北の檀田 のは

かは宇木も押鐘もはるかに離れ、 一帯は水 田 地域であった。 現在では一段低い川岸平坦面は果樹

園になり、 本遺跡附近に水田 を主と し た耕地が僅かにあるだけで 、 大部分は檀田 通りを主軸 と し

た住宅街化 し 、 平和橋から山 田 橋付近では浅川左岸まで住宅街が進出 し 、 さらに拡大する様相を

示 し ている。

第 2 節 歴史的環境

浅川流域では 、 源流に近い猫又 池・大池の旧石器時代遺跡をはじめ、 ことに浅川扇状地に遺跡

が濃密に分布 し 、 浅川扇状地遺跡群と し て包括されている。

これらの う ち縄文時代遺跡は湯谷及び赤萱平・刈 田 ・ 牟礼バイ パスA 地点 • 徳間榎木田 その他

扇状地両翼特に駒沢川流域に集中 し 、 湯谷は本遺跡や辰 巳池遺跡と共に浅川との関連が考えられ

る。 弥生時代の遺跡では本遺跡がある微高地東端の吉 田 高校敷地で箱清水式に先行する吉 田式期

の遺構 ・ 遺物が検出されているはか、 条里的遺構の残存ともいわれる湿 田 地帯を隔てて北方約600

m付近の神楽橋遺跡が 、 徳間小学校（柳 田 ） • 国鉄貨物基地遺跡などと共に栗林式・箱清水式期を

主とする弥生時代から平安時代にかけての著名な複合遺跡とされている。

扇端附近では、 湧水地帯をはさんで時には箱清水式も伴出する古墳時代以降の遺跡が、 三輪小

学校をはじめ数 多く分布する。 この地域を延喜官道などの古道がぬっていたとされ、 沿道に美 和

神社・皇足穂命神社（旧地は大銀杏地籍） など式内社やその比定対象とされる古 〈 からの社が鎮

座する。

扇状地との比高差が300m以上もある地附山頂上には前方後円墳があ り 、その東斜面には上池ノ

平• 池ノ平 • 山脚扇状地面に湯谷沖の各古墳群が所在 し たが、 基盤整備や地附山 崩落によって上

池ノ平古墳群の一部以外すべて姿を消 し た。 霊園高地や三登山 の南山脚 一帯にも往時は数 多く古

墳が築かれていた形跡はあるが、 残存するのはこ う もり塚など約 1 0基ほどで 、 吉古墳群など 多く

の古墳はその地続きとなる三登山 東山麓一帯に所在する。

湯谷沖一 円が水田 地域であった当時は檀田 沖同様に条里的遺構が観察され、 律令時代にはこの

扇状地上の各集落は水内郡 8ヶ郷、 特に芋井・大田 ・ 尾張部などの各郷に分割包含されていたと

推定される。

平安時代末期にはこの地域に信濃 28牧の う ちの吉 田 牧が設けられており、 駒 弓 • 桐原牧両神社

や駒沢などはその名残とされ、 広大な浅川流域は好適な放 牧地であったと考えられる。

この時代、 若槻地域を中心に扇状地北部付近を領域と し て證菩提院領の若月（槻） 荘が成立 し 、

後になって新熊野社を本所と し て大覚寺統（南朝） に伝領された。

鎌倉時代以降 、 この荘園を本拠と し て若槻氏が栄え、 室町初期には高梨氏傘下であったため 、
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①浅 川 端遺跡（調査区 ） ②吉 田 高校 グ ラ ン ド 遺跡 ③箱清水逍跡 4 下宇 木 B 逍跡 ⑤三恰小学校逍跡
⑥三綸遺跡 ⑦中越遺跡 ⑧徳間 柳 田 遺跡 ⑨古屋敷遺跡 ⑩駒沢新町逍跡 ⑪牟礼バ イ パ ス A 地点逍跡
⑫牟礼パ イ パ ス D 地点逍跡 ⑬浅） I [ 西 条 遺跡 ⑭神楽橋遺跡 ® 湯 谷 古柑群 B 地附山前方後円憤 © I:  池の平 占瑣群
D 県主古墳 E 籠塚古墳 F 蚊里田 古墳群 G 上野古墳群 ⑪ 吉 古 瑣 群 ［ 田 中 窯址
( 0 印 は 、 発掘調査が行わ れ て い る 遺跡 ）

図 3 調査地周 辺の 主要遺跡
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応永 8 年 ( 1401 ) 桐原要害 と 共に 若槻城か守護代細川慈忠に 攻撃された。 里城の周囲にあった檀

田や伺去が兵火を受けて現在地に移動 し た こ とはその際の伝承と推定される。

当時 、 小武士たちの領有地は列強蚕食の地とみえ 、 大塔合戦(1400 年） では宇木・中越氏は中

（長） 島氏らと共に東北信武士勢 に 反 し て守護軍 に 名を連ね、 前記桐 原は文明 3 年 ( 1471)に は島

津領となっている。

嘉暦 4 年 ( 1329)の諏訪上社造営目録に 「玉垣 3 間 宇木・小居• 平 林」とあり、 諏訪御符礼

之古書に 「 宇木・小井・桐原・小鹿野 （押鐘） • 長島 （現在地不明） の 5ヶ村は交代で頭役を勤仕

し た」 （文明 1 9 年ー 1487など・ 現代文訳） とされ 、 宇木 （岐） は古井ともいうとの頭注が附されて

いるところからすれば 、 中越を含む 5ヶ村が小井郷であった 日々の存在もうかがえる。

近世初期の村切り以来本遺跡や盛伝寺址は石高235石637合の押鐘村に含まれ、 405石 9 86合の宇

木村とは最近まで盛伝寺西方の果樹園内に 痕跡を留めていた浅川乱流跡を境界と し て両村とも松

代領であったが、 既述のように 宇木や押鐘の集落ははるか離れ、 付近一帯は一面の水田地域であ

った。 この景観は今から約30 年はど前まで続いていた。

参考文献 『長野附近の地質』
『上水内郡地質誌』

『長野県町村誌』
『信濃史料』

『長野県史』
『長野

県の地名』
『長野市の埋蔵文化財調査報告書第22集』 はか
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第 3 章 調 杏

第 1 節 遺構の分布 （図4)

調査地内 を 便宜上、 次の III区に別けることにする。 西側の南北に延びる調査地、 1 0号住居址か

ら 1号住居址 間 を I 区、 東西の 1 号溝址から 2 号溝址に至る間を I I 区、 そして東側の南北方向の

14号住居址から北の調査地を III区とする。

今回の調査は 道路敷の部分のみの調査で、 各時代毎の分布状況は把握し得なかったが、 遺構番
号 を 付したものは 住居址 1 8軒・ピット 20個（建物址 3軒 ？ ） ・ピット群 1ヶ所・溝址 2ヶ所 を 数え

る。 そのあ り 方は浅川に近い所で古墳時代 を 中心とする遺構が重複関係にあることがうかがえる。

ただ I 区の 1号住居址及び III区の 16号住居址(4 号土壊） 以北では遺構が確認できず、 遺物の出

土量も激減する。 本遺跡はこのように浅川の右岸微高地上に展開する弥生時代から平安時代に亘

る複合集落址で、 予想以上の集落規模 を もった遺跡であること を 垣間みせている。

第 2 節 土 層 序 （図5 )

I II 区の北側に位置する 4 号土堀以北の土層 断面から調査地中の土層 序 を 示す。 現地表面から

60cm程 を 第 1層 表土・耕作土層 とした。 この層 は 南及び西にい く 程浅 く なる傾向にある。 黄褐

色砂混 り 粘土で、 数枚の堆積が確認されるが明確には 区別できない程の微妙な差しかない。 恐ら

く 現代から中世にかけての水田耕作地であろう。 第2層 は 黄褐色 を呈する粘土層 で、 この地域及

び浅川よ り だけに存在し上部が青灰色になる。 この地では初期の水田層 の可能性が高〈 、 4号土

猥のあ り 方から平安時代のものと推定される。 第3 層 は 黄褐色砂混 り 粘土層にな り 3層 ともに浅

川の氾濫土の堆積によるものであろう。 第4層 は遺物包含層で、 砂礫 を 含む黒褐色粘質土層にな

る。 そして第1 · 4と基盤層の第10層 が調査域内の基本層序になる。

これ以外の層 は、 断面図を 観察した部分の土層 であるが、 前節の遺構分布のあ り 方 を規定して

いるように思われるので詳細に記すことにする。 第5 層 は黒褐色シルト質粘土層で、 炭化物及び

若干の遺物 を 含む。 第6層 は第3層 と同様に浅川の氾濫土 と 思われるが灰褐色砂混 り 粘土層で、

奈良 時代及びそれ以前の遺物 を 包含している。 第8層 は灰褐色シルト質粘土層 にな り 、 部分的に

黒色及び黄褐色粘土プ ロ ックが混入する。 遺物の混入は 極 〈 少量にすぎない。

これらの層 の堆積時期 を 推定すると、 第4 · 5 層 は平安時代 、 第6層 は 奈良 時代の 自 然堆積、

第7- 9 層 は 奈良時代及びそれ以前ということになる。 この推定が正しければ、 この大溝様の落

ち込み は、 少な 〈 とも奈良 時代迄痕跡 を とどめてお り 、 ただ底面まで調査 を 実施してないため断

定できないが、 それ以前には浅川の旧蛇行水路の可能性がある。 そして第3 · 6層 の氾濫堆積土
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の 存在 を 考 え 合わせれば、 平安時代 に 至 る ま で浅 川 の影稗 を 受 け て い た 地 で も あ る 。 こ の た め前

節の微高地北縁に 遺構等が残 さ れ な か っ た こ と が理解 さ れ よ う 。
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第3節 縄文時代の遺構 と 遺物

II 区の 1 1 号住居址、 1 号溝址検出中に縄文時代前期の土器片が発見され、 1 1 号住居址の床面を

掘り込んだ所、 該期土器片と住居址の存在を確認 し た。 そのため II区の西側に試掘坑を設定 し た。

試掘坑は 1 1 号住居址を覆うように南北 2.6m ・ 東西約25mのものとそれに 東へ接続 し て巾 2.0m ·

長さ3.5mの規模のものである。 この結果、 住居址 1 軒と土猥 l 基を確認・検出 し た。 この時代の

遺物は他から出土 し ておらず、 この調査地付近で ま と ま るものと思われる。

第 18号住居址

遺構 （図6)

I 区とIl 区の接合部に位置 し 、 上部に 1 1 号住居址があり、 東壁を破壊 し ている。 ま た北壁は調

査区域外にある。 表土から検出面 ま で 80cmを測る。

形態は、 西壁と南壁が鈍角になり、 南壁と東壁が鋭角になるなどかなり不整な隅丸方形になる

ものと調査範囲内から予想される。 規模は東西 間約2. 5mで、 南北もこれに近いものと思われる。

裂土は黒色粘質土で、 その掘り込みは浅〈南壁 1 0cm · 東壁 7cm · 西壁15cmを測る。

床面は平坦であるが、 西壁よりの 1 1 号住居址床面から 4cmで東壁予想線上では同一床面状にな

るように東から西へ傾斜 し ている。 このため 1 個体分の土器がかろう じ て残存 し たが、 東壁の掘

り込みは確認できなかった。

残存 し た土器は口 緑部を東方向に向け平偏化 し た状態で南西隅付近から出土 し た。

遺物 （図 7 · 8)

ロ 径27.5cm ・ 器高の最大26 .7cm · 

最少25 .0cm ・ 底径 7.6cmを測る。 器高

の数値に差があるが体部の形態にゆ

がみは認められない。

ロ 緑部は平縁で、 端部が面取りさ

れ平坦になる。 体部は幾分丸味をも

って立ち上がるが、 成形の時間差を

現わ し ているものであろうかその立

ち上がりの角度は 3段階に大別でき

る。 上部にいくに従い傾斜角度を増

す。 中位の 2段階下半の表面剥離が

／
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』
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' 
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O 2 m 

吋

図 6 18号住居址実測 図
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図 8 18 号住居址出 土土器拓影

ほぼ全周に認められ、 成形時の屈 曲を修正するために粘土の貼り付で調整したものと思われる。

底部は上げ底に なる。

体部外面の整形は全面に縄文が施文されているため定かで ないが、 表面剥離面からは ヨ コ ナ デ

がうかがえる。 底部外面はヘ ラ ナ デによりていねいに仕上げられている。 口 唇部及び内面は滑面

のあるエ具（ヘ ラ ） と指頭により成形痕を感じさせ ない程ていねいにナ デが施される。

色調は外面下半が黄褐色 、 上半が茶褐色を呈し 、 内面上半か茶褐色、 下半は黒褐色に なる。 器

壁は第1 と 2の成形接合部で厚く 1. 2cm 、 第2と 3の所では薄く0 . 9cmを測る。 胎土に若干のセン

イ と大き 目 の砂石を含み混和材と し ている。

外面の文様は、 これらの整形後、 少 な〈とも口 唇部の整形を済ませた後に施文される。 上部に

ルー フ゜文の結束部を有する長さ5 .2cm前後の し まりの良 い単節 L R と R L に撚られた 2本の縄文

原体を用い 、 口縁端部から底部外縁に至るまであますところ なく単節斜縄文が施文されている。

全体的にみると口縁部から底部方向へ 7帯施文され、 上部の方がていねいに施されその痕跡を明

瞭に残すが、 下方にいくに従い雑になり、 その痕跡も浅い。 また施文方向は左廻り（逆時計廻り）

で行なわれ、 施文原体の交互の使い別けにより羽状縄文を呈 し 、 それに加 え 原体の施文位置をず

らすことにより 1 帯に 2 個宛重菱形縄文と相反する綾杉文状の文様をも作り出している。 編 年的

位置は前期初頭の関山式期をあてることができる。
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図 7は 1 8号住居址の覆土から出土したもので 、 すべて縄文が施文され 、 胎土にセ ン イ を含む。

焼成はあ ま り 良くな〈、 黄褐色から黒褐色の色調を呈する。 縄文原体は単節の R L · L Rを基本

とするが、 7 は L R と 多 条の R L の組み合せになる。 1 - 9 はルー プ文を伴う羽状縄文を構成し、

1 0- 13も 2種類の原体を使い別けて施文される。 ルー プ文における縄文原体の長さは、 3の1. 5cm

から 7の2. 5cmのものが 多い。 ただ 5 は 3cm程になる。

3 号土壊

遺構 （図 9 )

II 区の中央付近に位置し、 南側の一部は調査地外へ延びる。 この遺構も試掘坑の調査によって

発見されたもので、 近隣の ピット群検出面から 5 cm程深いだけである。

形態は不整楕 円形状を呈し、 その規模は主軸 （南北） 2m前後が予想され、 東西軸 は中央で 1.

15mを測る。 主軸 方向はN-51'-Wになる。 掘 り 込みは検出面から北壁で21cm ·東壁で1 8cm · 西

壁 25cmを測る。 この数値にみられるように底面は東から西へ、 ま た北から南へは 9 cm程の勾配を

もって傾斜する。

底面及び覆土から 4個体分の土器

片が破損した形態で集 中 して出土 し
叶

E
 O
l'

9
0
t
 

／
 

＜
 

B ' 

叶

B ' 

406 . 70m 

B 

- � 
l m  ゜

図 9 3 号土猥実測 図

ている。 覆土は1 8号住居址と同様黒

色粘質土である。

遺物 （図1 0 · 1 1)

5 個体の深鉢が破片として出土し

ている。 1 0図1 · 2は口 縁部にたが

状の突帯をめ ぐ らす深鉢である。 1

は口 径を36cmと推定したが 、 4分 1

以下の破片からのもので若干の数値

の変更はあろう。 残存器高30cm、 最

大径は突帯部にあ り 39cm 、 体部上位

のくびれ部径33cm、 体部中位の最大

径33. 4cmをそれぞれ測る。 この数値

に見られるように 、 突帯下方で口 縁

部は逆くの字状に内傾し、 成形時の

粘土帯の巾に規制されたものであろ

う。 ナ デ ツ ケ 整形によ り 上下に凹み

がみられる。 口 縁端部は低い波状を
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図 10 3 号土堀出 土土器実測図①
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゜ 10cm 

図 1 1 3 号土城出土土器実測図②

呈し、 小突起部は 4ヶ所と思われ、 こ の部位は直立する。 突帯は断面三角形状になる。 また体部

の形態は上半が外開し、 緩やかな〈びれ部を形成し 、 体部中位でわずかに張りをみせるものの直

線的で、 中位から下方にい〈に従い体部径を縮小する傾向にあり 、 最終的には 1 0のような底部に

至るものと予想される。 内面の整形は口 縁部が ヨ コ ナ デ、 体部にはハ ケ ナ デのちナ デが施されて

いる。 器壁は体部上半で 1. 1cm ・ 体部中位で0. 7cmを測る。 胎土に少量のセン イ を含み、 石英粒の

混入が目立つ。 外面の色調は黄褐色から暗茶褐色を呈し、 内面は暗茶褐色で、 器壁断面は黒色に

近い色になる。 焼成は良くない。

外面は全面に単節斜縄文が施文されるが、 器面か荒れておりまた雑な回転であるため、 拓本で

読みとる意外その観察は中々困 難である。 施文原体は、 長さ 5 cm以上の単節R L と LRに撚られ

た 2種類の施文原体が使用されている。 施文は左廻り（逆時計廻り） で、 交互に 2種の縄文原体

を使い別け、 上段から下段に回転押捺され、 雑な羽状縄文様になる。 この文様は上段ほどていね

いで 、 下段に行〈に従い不明瞭になる。

2は、 1 と器形が幾分異なる。 口 縁部は体部から直線的に接続し、 屈 曲部を形成しない。 口 縁

部に至って更に小さ〈外開する。 口 縁端部は丸く仕上げ、 低い波状を呈するものと思われる。 ロ

径は32cm、 丸味を帯びた台形に近い突帯部径32 .4cm、 体部の残存最少器径28cm 、 残存器高 1 7. 5cm

をそれぞれ測る。 焼成不良 のためか外面の磨耗が 1 よりも著しく、 1 と同様の施文原体と方法に

より施文されていることがうかがわれる。 内面整形はナ デによっており、 胎土の混和材は 1 と同

- 1 8― 



様である。 器壁の厚さは 0 . 7- 1 .0cmの範囲内にある。 色調は 外面か赤褐色で、 内面は 暗黄褐色を

甚調とし、 器壁断面は黒味を帯びる。 1 · 2の土器は 、 在地性の強いものと考 え られ、 近隣地域

では小県郡長門町六反田遺跡にみられる。

3 - 8 は同一個体である。 口縁端部が器肉を滅じて鋭利にな っ て焼成破損が 多いのと、 波状口

縁を呈すると思われるため口径の数値を推定することができなか っ た。 残存部の器高は 15 .4cmで

ある。 器形は 底部より単純に外湾気味に立ち上がる深鉢になる。 器壁 は 1 cm内外で一定している。

外面は 1 · 2と同様の施文原体・方法により全面に縄文が施されるか、 原体の長さは 4cm程であ

る。 この土器の特色は口縁部内面に外面と同様の一帯の縄文がめ ぐ ることにある。 内面の整形及

び胎土等は 2と同様である。 焼成は 比較的良 く、 内外面とも残存部の上半は黒褐色で、 下半 は 茶

褐色を呈する。 器壁断面は やはり黒色を帯びる。 4 - 7は 3 · 4の体部残欠である。

9 · 1 0は深鉢底部周辺の破片で同一個体である。 形態 は 尖底に近い砲弾形になる。 底部の厚さ

も体部と差がなく 1 .2cmを測る。 ただ外面に幅 1 cm程のヘ ラ ケ ズ リ が認められ器肉を減じている。

底部外面中央に径 7mmの棒状工具による刺突がある。 残存器高は 18 .9cm、 残存最大径は 27.6cmを

測る。 内面の整形及び胎土の混和材は 2と同様で、 施文方法等は 1 とほとんど同じである。 色調

は外面が赤褐色を呈し、 内面が黒褐色を基調とする。 器壁断面は 内側だけ黒味を帯びる。 焼成は

良い。 1 0は 9 の体部片である。

1 1 は 深鉢の底部の破片で平底になる。 底径は 1 2 .5cmである。 この破片でみる限り、 R L の単節

斜縄文を底部外縁まで施文し、 その原体の撚りが細かい。 胎土にセン イ を混入するが、 石英粒は

極少である。 色調は 内外面とも赤褐色に近く、 焼成は良い。 器壁断面は黒味を帯びる。 この土器

は前述した土器群と異質な感じがする。

これらの土器はみなれない一群で 、 地方色の強いものと思われ、 縄文だけの施文やその方法と

尖底に近い底部を考 え 合せ、 一応関山式より前出の編 年的位置を与 え たい。 ただ 1 1の土器を積極

的評価すれば関山式期に近い時期が与え られよう。

検 出 面 出 土 の 縄文時代土器 （図1 2)

I I 区の調査において検出されたものがはとんどで、 また全てに縄文が施される深鉢である。 l 

- 4は口辺部の破片で、 1 は面取りされ平 坦であるが他は 丸〈おさめる。 2 は 口縁部下に一条の

凹みがめ ぐり、 外反する点特異な器形になる。 4 は 口縁部の表裏に縄文が施こされ、 3 号土堀の

ものと同 一個体であろう。 施文は 、 単節 LR ·R L の縄文原体を基調とするが、 1 0の原体は 多 条

になる。 3 · 5 - 1 0には ルー フ゜文が施文され 、 3を除き 2本の原体を使い分け羽状縄文をつくる。

1 - 3 · 5 - 9 は、 整形及び施文がていねいに施されるのに対し、 他のものは雑に仕上げている。

前者は関山式土器の特長をもっ ており、 後者もセン イ を胎土に含み他時期のものが皆無であるこ

とからこの時期の所産と考 え られよう。 ただし21 は 、 前期後葉に編 年される諸磯 C 式土器で、 浮

- 1 9 -
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図 12 検出面 出土縄文式土器の拓影

線文で飾られる。

第13図には検出面出土の石器 を 示した。 ( 1)は石錐かと思われる。 材質は頁岩製で風化が著しく

剥離面は摩耗している。 (2)-(4)は石鏃で材質はいずれも黒曜 石製である。 (2)( 3)のような凹基のも

のと(4)のような平基のものとがある。
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第 1 3図 検出面出土の縄文時代の遺物
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第 4 節 弥生時代の遺構 と 遺物

住居址 4軒 • 溝址 lヶ所 ・ 土器集中遺構 1ヶ所を検出したに すぎず、 またほぼ 全容を推定する

ことができる遺構は 4 号住居址 1軒だけで、 他は半分以下の調査である。 このうち弥生時代中期

（栗林式期） に 比定 さ れるものは、 4号 ・ 7 号 . 9 号住居址、 1 号溝址、 土器集中遺構等で、 1 1 号

住居址だけは後期の箱清水式期の所産である。 これらの遺構の分布状態を今回の調査結果から瞥

見すると、 調査地の西と南に 展開するよう な あり方を示す。 また同時期遺構の重複も認められ

ない所からそれ程密集した集落を形成してはいなかったであろう。

4 号住居址

遺構 （図14)

I区の北側遺構群内にあり、 西側の一部は調査対象 区域外に あるが、 ほぼ 全容を露呈できた住

居址である。 しかし残念 ながら東側は 5 号住居址 に よって掘り込まれ、 その内容は定かでな い。

形態は不整円形を呈し、 南北間5. Qm 、 P 1 · P 4のさし渡し間5. 2mを測る規模 に なる。 検出面

からの掘り込みは浅〈、 北壁 8cm · 南壁 1 7cmである。 床面もこの数値のとおり中央が高く なるも

のの総体として南へ勾配を有する。 P l · P 4の中央部で床面を見ると中央の炉付近で盛り上が

り北壁の検出面の高さ に までなる。 尚 、 この床面は貼り床が施され、 堅くしまっていた。 炉は住

居址の中央にあり、 南北 に 長〈 1. 2m、 東西0 .9m程の地床炉である。 炉底面まで25cm程掘り込ま

れ、 底面 に 焼土、 その上部は上面まで 多量の炭化物が残存していた。 また実測図中鎖線の範囲 に

も焼土が認められた。 この他床面 に は 10- 50cm大の意味不明な柱穴が散 在する。 この中から主柱

穴を抽出すると p 1 (径42cm· 深 さ 50cm)· P 2 (径32cm ·深さ48cm)· P 3 (径36cm · 深さ 10cm)·

p 4 (長軸 56cm · 深さ35cm)を上げることができよう。 8本柱円形配列が予想される。 壁際の柱

穴は不規則であるが支柱穴であろう。

遺物 （図15- 1 8)

壺形土器・甕形土器が出土しているが実測し得たのは図15に示した 8個体 に すぎず、 またいず

れも磨耗が著しいため詳細は不明 な 点が 多い。

(1)は細頸壺口 縁部で、 口 縁部は頸部から緩やか な 弧を描いて比較的大きく外反し、 端部は丸み

をもって終る。 口 唇部への加飾の有無は磨耗のため不明である。 頸部に は太 箆描沈線が 2本認め

られるが、 沈線間は上段は無文帯として残し、 下段は L R の縄文を充 埴している。 (2)も細頸壺で

あるが(1)と異 なり頸部は筒状にやや長〈立ち上がり、 口 縁部は短く外反して終る。 外面口 頸部は

強い ヨ コ ナ デが行われた後、 縦もしくは斜方向のヘ ラ ミ ガキがなされる。 内面は口 縁部付近に 若

干 ヨ コ ハ ケを残すがハ ケ 整形後全体 に ヘ ラ ミ ガ キ されたものと思われる。 口 唇部に は縄文が施さ
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表 1 4 号住居址出土土器観察表

番 種 器 法 祉 (cm)

成 形 調 整 備
号 別 種 口 怪 底径 器高

l 弥 生 壺 10 2 ％ 
2 " 空� 7 . 9  ／ ， 3 外

内
面 ： 強い ヨ コ ナ デ→縦or斜方向のヘ ラ ミ ガキ
面 ’ ヨ コ ハ ケ →ヘラ ミ ガ キ ？

3 " 壺 8 9 ％ 内外面 と も に ヨ コ ナデ

4 " 空L ん4 外面 口 頸部 強い ヨ コ ナ デ→斜ハ ケ→ナデ
内面 ヨ コ ハ ケ→ナ デ

5 " 空-

6 " 壺 ん1 外面 ． 施文後→ヘラ ミ ガキ
内面 ： ナ デ

7 " 空- ／ 1 6 外
内

面
面 · 斜

ナハ
デ

ケ→ヘラ ミ ガ キ

8 " 甕 23 4 K 内面 指頭に よ る 調整痕を 残す

れている。 (3)は口 縁部破片であるが口 縁部は 短く外反して終り(2)と同様の形態が予想される。 内

外面ともナ デ整形されるのみで、 口 唇部には 縄文が施文されている。

(4)は 頸部付近の破片であるが口 縁部は( 1 )と同様の形態が予想される。 外面口 頸部は 強い ヨ コ ナ

デのあと斜めもし〈は縦方 向のハ ケ整形がなされ、 その後再ぴナ デ整形される。 内面は 頸部付近

を中心に横ハ ケ整形され、 頸部下 はその後強いナ デ整形がなされている。 太 箆描沈線が 2 本施さ

れ沈線間は上段に L R の縄文が充 填され、 下段には図示し得なかったが櫛状工具による押し引 き

文が施文されている。 (5)も頸部付近の破片であるが筒状に長く立ち上がる形態をとっている。 内

外面とも磨耗著しく調整などの詳細は不明である。 太 箆描 沈線が 5 本まで確認できるが沈線間に

文様をもつのは 一帯だけである。 この部分 は 粘土紐を貼つけた突帯をなし 、 L R の縄文を施文し

たのちに横方向に一孔を有する突起を貼りつけている。 突起は現状では 2個確認されるが、 全体

では 4個あったものと思われる。

(6)(7)はともに壺胴上位から胴中位にかけてのものと思われる。 (6)は 2 本の太 箆描沈線によって

区画された文様帯が 3 帯確認できるが、 上から棒状工具による右まわ り の刺 突文・櫛描直線文 ・

櫛状工具による押し引 き文がそれぞれ描かれている。 外面は 斜方 向のハ ケ 整形後施文されその後

軽いヘ ラ ミ ガ キがなされている。 内面 は ナ デ調整であろ う か。 (7)も太 箆描沈線に よ って区画され

た文様帯が 2帯確認できるが 、 上段は 櫛描直線文が 2 帯施され 、 下段は 櫛 状工具 に よ る押 し 引き

文力吼位されている。 (6)同様文様施文後にヘ ラ ミ ガキ がなされている。 また内面には指頭による調

整痕が若干残されている。

(8)は甕形土器で口縁部は 頸部から短〈外反して終り、 最大径 は 胴部に有すると思われる。 櫛描

直線文・簾状文等の頸部文様は 認められず、 胴上半に櫛描単斜条痕が認められるが横位羽状文と

なるか否かは不明である。 口唇部には 縄文力吼信文される。 内面には指頭による調整痕を残すが詳
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細は不明である。

図 16- 18には拓影を 示した。 ① ～ ⑲ は 壺形土器で、 ①は 口 縁部破片で 口 唇部に は 縄文が施文

されている。 ②③は 頸部に突帯をもつものであるが ②は ハ ケ 状工具による刻みが、 ③には 縄文が

それぞれ施文されている。

④～⑫は 胴上位から胴中位にかけてのもので、 太 箆描沈線による直線文で区画された内部に主

として櫛状工具による文様が充 填されているものである。 ④ ～ ⑬は 櫛描 直線文と櫛状工具による

右 ま わりの刺 突文が充 填されたもの、 ⑭ ～⑰は 櫛描直線文と棒状工具による右 ま わりの剌 突文が

施されたものである。 ⑭⑮には、 棒状工具による刺 突文が認められる。 ま た⑱～⑳は 櫛描直線文

のみが認められるもの、 ⑳～⑫は 櫛状工具による刺 突文のみが認められるものである。

⑬ ～⑮⑪ ～⑰はやは り胴上位から胴中位にかけての破片で、 太 箆描沈線による直線文で区画さ

れた内部に主として縄文が充 填されているものである。 ⑬ ～⑮ は 縄文と櫛描直線文が認められる

もの、 ⑯ ～⑮ は 縄文と棒状工具による刺 突文が認められるものである。 ⑰は文様帯が 3帯認めら

れ、 縄文と刺 突文が交互に施文され下端には 円弧文が描かれている。 ⑪ ～ ⑰は縄文のみが認めら

れるものである。 ⑮～⑲は 太 箆描沈線による直線文で区画された内部に棒状工具による刺 突文が

認められるものである。 ま た⑳は 頸部破片で、 直線文で区画された内部にヘ ラ による縦方向の刻

みが加えられるものである。 ⑬ ～ ⑫ は 頸部から胴上半にかけての破片で、 直線文で区画された縄

文地文上に箆による山形文もしく は 重山形文を描くもの、 ま た⑬⑭は 太 箆描沈線による直線文の

みが認められるものである。

⑮ ～ ⑫ は 胴上位から胴中位上にかけての破片で懸垂文をもつものであるが＠ ～⑲は 同 一個体で

ある。 懸垂文の内部には いずれも縦方向の櫛描直線文が描かれているが 、 懸垂文の形状・周囲の

文様などにいくつかのバラ エ テ ィ ーが認められる。 ⑮⑳は 沈線で区画するのみで、 周囲に棒状工

具による刺 突文をめ ぐ らさない。 特に⑳は 懸垂文下端が区画されることな 〈 その ま ま 下の横帯文

に連なり、 ま た懸垂文の周囲には 縄文か施文されている。 ⑰ ～⑲は 懸垂文の周囲に棒状工具によ

る剌 突文 を め ぐ らすか、 さらにらその ま わりに縄文が施されている。

⑫～⑮は エ字文もし〈は その流れをくむ文様をもつものである。 エ字文の内部に縄文が施され

る⑫⑯と、 エ字文の外部に縄文が残される⑭、 ならびに沈線のみの⑮が認められる。 ⑬ ～⑬は重

円 弧文 を もつもの、 ⑮⑮は 重山 形文をもつもの、 ⑰～⑲はその他の文様 を もつものである。 ⑱は

縄文地文上に重四角文が描かれている可能性があり、 ま た⑲には 櫛状工具による楕 円形状の文様

が認められる。

⑲ ～ ⑯ は 甕形土器で、 ⑳ ～ ⑮は 口縁部破片である。 形態の上からは 頸部から緩やかに短 〈 外反

して終る⑳～⑫⑮⑮と頸部から内湾ぎみに立ち上がって終る⑮⑭とにわけられる。 前者は口 唇部

の加飾の差異によってさらに縄文が施文される®@、 箆による刻みのみが施される⑲、 縄文力渭i

文された後に指頭による押捺が加えられる⑮⑮とに分類できる。 ⑬⑭は 口 縁部か内湾ぎみに立ち
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図 17 4 号住居址出土土器拓影②
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゜ 10cm 

図 18 4 号住居址出土土器拓影③

上がり、 また折り返し状口 縁を呈するものである。 ともに 口 唇部には縄文が施文されるが、 ⑬は

口 縁部外面の折り返し部に縄文力哺崩文され、 また体部との境の段の部分には箆状工具による刻み

もしくは剌 突がなされている。 ⑭の 口 縁部外面はナ デ整形されるのみである。

⑰ - @)は頸部付近の破片で、 ⑰～⑲は横方向の櫛描羽状文が描かれて いると思われ、 ⑱はさら

に棒状工具による刺 突が加えられている。 ＠は縦方向の櫛描羽状文が、 ＠は櫛描直線文が認め

られる。 ＠ ～ ＠は主と し て 胴部中位から下位にかけての破片であるが、 櫛描羽状文もしくは単

斜条痕をもっ ＠ ～ ＠と、 波状文をもつ＠ ＠とに大別できるがともに 中位下半の文様帯下端 、

もし〈は段をなす部分には棒状工具による剌 突が施されている。 ＠ ＠ ともに波状文を施文した

後に 、 櫛描直線文を縦方向 に施文する文様をもつものである。

7 号住居址

遺構 （図1 9)

I 区と II 区の接点近〈に位置する。 形態は、 径4. 0mの円形を呈するものと思われるが東側半分

は調査 区域外に延びる。 掘り込みは北で 1 2cm , 南で 14cm、 西で 1 2cmを測り、 床面は平坦で軟弱であ

る。 炉は住居址中央に設けられ、 径 80cm程の地床炉になる。 その掘り込みは23cmで底面 に 焼土が

認められた。 またこの住居址も床面上に薄く焼土が確認された（実測図中 鎖線の部分） 。 主柱穴は

p 1 (径 16cm · 深さ41cm)· P 2 (径20cm ·深さ44cm)· P 3 (径20cm · 深さ3 7cm)の 6本方形配

列を推定する。 他は支柱穴であろう。 ただ入口部を想定する時 、 P 1 · P  2の壁際にある柱穴は

じ ゃまになるため逆方向の東側に入口 があったのではなかろうか。
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図20 7 号住居址出 土逍物実測 図 ・ 拓影

遺物 （図20)

実測可能なものは土製円板が 1 個出土 し たのみで他は破片である。 ( 1 )は土器片を再利用 し た土

製円板で径約3 .7cmを測る。 外面はヘ ラ ミ ガ キ され、 内面はハ ケ整形されている こ とより壺形土器

の破片かと思われる。 中央には一孔を有するが穿孔は内外面からなされている。

①～⑪は壺形土器の頸部から胴上半にかけての破片である。 ① ～ ③は太 箆描沈線による区画内
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に櫛描直線文が認められ、 ④～⑥は櫛描直線文のみ認められる。 ⑦⑧は沈線、 櫛描直線にさらに

棒状工具による刺 突文が加え られる。 ⑨⑩は櫛描単斜線文が認められるものだが、 ⑨は縦位の羽

状文になっている。 また⑪⑫は櫛状工具による刺 突文が なされるものである。 ⑬ ～ ⑱は主と し て

箆描沈線のみのものだが⑬は上半に縄文が認められる。 ⑲は懸垂文、 ⑪は箆による縦方向の刻み

が施されている。

⑫⑳は甕口 縁部破片で⑫は口縁部が短〈外反 し て終る形態 を とり、 口 唇部には縄文が施される。

⑬の口 縁部は折り返 し 状 を 呈 し 、 口唇部ならびに折り返 し 部には縄文が施文されている。

9 号住居址

遺構 （図 21)

I 区の南側 、 II 区との接合部奥に位置する。 検出された部分は東側の 3分の 1 位にすぎず、 柱

穴 · 炉等は確認することがで き なかった。 形態は長円形を呈するものと思われ、 長軸 （南北） 4. 

2m ・ 東西軸3. 0m前後の規模に なるものと予想する。

掘り込みは北側で33cm、 南側で36cm を 測る。 床は軟
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弱で南に幾分傾斜するが平 坦に近い。

遺物 （図 22)

実測可能 なものは な く、 壺・甕形土器の破片が出

土 し て いるのみである。 ① ～ ⑬は壺、 ⑭ ～ ⑲は甕の

破片である。 ① ～⑤は太 箆 描沈線による直線文で区

画された内部に縄文が施されるもの、 ⑥は縄文のみ

が認められるものである。 ⑦ ～⑩は直線文とその内

部に棒状工具による剌 突が施されたもので、 ⑦はお

そらく円弧文が加わるものであ ろ う。 ⑪ ～ ⑬は懸垂

文 を もつもので 、 ⑪⑫には沈線区画内に縦方向に櫛

描 直線文が描かれ周囲には棒状工具による刺 突文が

め ぐ らされる。 ⑪は懸垂文施文以前に地文と し て縄

文が施され、 ⑫は懸垂文の周囲に縄文が施される。

⑬は磨耗が著 し く詳細は不 明である。 ⑭⑮は甕胴上

半の破片で櫛描波状文と直線文が描かれ、 ⑯ ～ ⑱は

胴下半の破片で櫛描単斜条痕が認められる。

。 2 m  

図21 9号住居址実測図
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図22 9 号住居址出土土器拓影

11号住居址

讐
遺構 （図23)

I 区と I I 区の接合部に位置し 、 下

部遺構に縄文時代の18 号住居址があ

る。 また 1 号溝址と重複しこれより

も新しい。 調査は住居址の南西隅付

近を実施したにすぎず、 他の 4分の

3程は北側の調査対象区域外にある。

南 北 軸 方 向 を N —43·-w に と る

（長） 方形を呈する住居址と思われ

る。 掘り込みは深〈南壁で50cm · 西

壁55cmを測る。 床面は平坦で軟弱で

ある。 柱穴等は認められなかった。

遺物 （図24)

図2 3 11 号住居址実測図 実測可能 なものは出土してい ない

が壺 ならびに甕の破片が出土してい

る。 ① ～④は壺頸部破片である。 ①④には櫛描直線文を櫛で縦に切ったいわゆるT 字文が認めら

れる。 ①は櫛描直線文が 3帯認められ、 また施文部以外はヘ ラ ミ ガキ され赤彩されている。 ② ③

l co 

＼
 

:/4 

A
 

A ' 

A
 

A ' 

B
 

4
0
6 .
8
0
m
 � 

406 . 80m 

鬱蓋
0 2 m  

には櫛描直線文のみが認められる。 ⑤は 3本一組の櫛状工具による単斜文が認められるが文様構

成等は不明であるc ⑥ ～⑧は甕口 縁部破片で形態には単純に外反して終る⑥⑧と 、 端部にて若

干内湾ぎみに立ち上がる⑦の二者が存在するがともに波状文が施文され、 また口 唇部は無文であ

る。 ⑩ ～⑫は甕胴部破片である。
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図24 1 1 号住居址出 土土器拓影

1 号溝址

遺構 （図25)

I 区と I I 区の交点にあり、 南西から北東へ展開するものと思われ、 底面の傾斜はこれに添う。

北側で 1 1 号住居址に よ り切り込まれている。 全長は不明であるか、 上部巾 1. 6- 1. Smで、 底面巾

1. 3m程を測り、 その掘り込みは浅く 20cm内外の規模になる。 形態は巾 広のU 字形になる。 底面及

びこの直上には土器片をは じ め拳大から人頭大の 自 然礫

か散在していた。

遺物 （図26 · 27) SBI J  

実測可能なものでは壺形土器が 3個体出土 し ている。

(1)は細頸壺であるが口 縁部と胴下半を欠失している。 胴

部は さ ほど強く張らず緩やかに頸部へと移行してゆく。 ー と一
外面の整形は磨耗のため不明であるが内面胴部は横もし

くは斜めのハ ケ整形後ナデ整形 さ れ 、 頸部は全体にナ デ

整形される。 文様は大きく頸部・胴上位・中位・下位の

4つに分けられる。 頸部は 3本の太 箆描沈線に よ ってニ

つの文様帯がつくり出 さ れるが、 上段は無文のまま残さ

れ下段には箆状工具に よ る縦位の刻みが充 埴 さ れている。

胴上半には懸垂文が一周で 6 ヶ所施文される。 懸垂文は

沈線で区画 さ れるが下端は直線で区画され長方形状を呈

する。 区画内部は縦方向の粗雑な櫛描 直線文かそれぞれ

2帯づつ施 さ れるが 、 櫛状工具は 3本一組でいずれも左

＼
 

9
9
9
1
1
1

 

ヽ

A
 

A
' 

407 . 00m 

昌。 2 rn 

図25 1 号溝址実測 図
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から右の順序に施文 さ れ

ている。 懸垂文の周囲に

は棒状工具による刺 突は

認められないが縄文が充

填 さ れている。 胴 中 位は

沈線で区画 さ れた内部に、

＼ 
棒状工具による右まわり

゜ 1 0cm 
の刺 突文と櫛描直線文が

描 かれ、 胴下半は箆描に
図26 1 号溝址出 土土器実測 図

よる重三角文が描かれて

いる。 また重三角文の中央の区画には棒状工具による刺 突文が充墳 さ れている。

(2)は太 頸壺であるが口 縁部は頸部から直線的に大きくくの字状に外反して終る。 磨耗のため調

整等の詳細は不明である。 口 唇部には縄文が施される。 頸部は棒状工具による刺 突文と太 箆描沈

線によって上下を画された中に 2帯の櫛描直線文が施され、 さ らにその下にもう一帯刺 突文が認

められる。 ( 3)は底部破片で、 底部はやや突出ぎみである。 磨耗が著し〈詳細不明だが、 底部はて

いねいに ナ デ整形さ れきれいな平底を呈する。
図27① ～ ⑮は壺形土器、 ⑯は甕形土器破片である。 ① ～ ⑪は頸部から胴 上半にかけての破片

で、 ①は太 箆描沈線による区画内に上から棒状工具による刺 突文 、 縄文、 櫛描直線文が施文 さ れ

ている。 ②は直線文と円弧文か認められ、 ④⑤は直線文のみで構成 さ れている。 ⑥⑦は縄文か施

文されるもの、 ⑧ ～ ⑩は棒状工具による刺 突文が施 さ れるものである。 ⑪は突帯上に箆状工具に

よる縦位の刻みがなされ、 その後一本の沈線が ひ かれている。 ⑫ ～ ⑮は胴 中 位 ～ 下位の破片で⑬

には重三角文が、 ⑭には幾何学文が、 ⑮には円 弧文が描かれて い る。 ⑯は甕頸部付近の破片で右
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図27 1 号溝址出土土器拓影
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表 2 1 号溝址出 土土 器観察表

番 種 器 法 屈 (cm)
成 形 調 整 備

号 別 種 ロ 径 底径 器高

l 弥 生
—
�
丘

:;: ％ 内 面頸部 ： ヨ コ ナ デ 胴部 横or斜ハ ケ→ナデ

2 " 壺 21 4 ％ 外面 口 緑部 ハ ケ →ナデ ？

3 " 空�. 7 8 ％ 

下が り の 櫛描単斜条痕が施 さ れ て い る 。

土器集 中 遺構

遺構 （図28)

I 区 の南側、 9 号住居址の 南 、 8 号住居址の 西 に 検 出 さ れ た 遺構で、 上面 か ら の 落 ち 込 み は 認

め ら ず 、 単 に 土器が集 中 し て い た 形態 で 見 い 出 さ れ た 。 土 器 片 の散在範囲 は 約 1 m x 1 m の 狭 い

も の で 、 そ の 出 土状態 は 、 土

圧に よ り つぶれ込 ん だ も の と

ほぽ球形 を 呈す る も の があ る 。

し か し こ の 土 器片群か ら 完形

に 近 〈 ま で復元 さ れ る も の は

な い 。 当 初住居址 内 の 遺構

と 考 え た の で あ る が、 床面 と

推定す る 面 は 礫 が 多 〈 突 き 出

し て い た り 、 凹 凸 があ り 平坦

で な か っ た の で 、 こ の 想定は

無理で あ る と 考 え た 。 単 な る

土器の廃棄場 と も 思 え な い。

尚 、 球 形 に 近 い 土器の残存か

ら 古墳時代 に 比定す る 8 号住

居址の構築時 に は 埋没 し て お

り 、 こ の 住居址の 南壁付近 は

検出 時 よ り 少 な く と も 15cm程

高 い 数値が求め ら れ る 。

遺物 （固29- 31 )

( 1 ) - (12)は壺形土器であ る 。

( 1 )は細頸壺 で 口 縁部は 頸部か

A
 

A ' 

to � 

- 、 A '三冒 <06. 80m

゜ l m  

図28 土器集 中 遺構実測 図

- 33 ― 



＼

＼

／
 

4
 

二
�"_ � 

□三／こ

[ 
心I I “ 

10cm 

図29 土器集 中 遺構出 土土器実測図

- 34 —  



表 3 土器集 中 遺構出土土器観察表

番 種 器 法 紐 (cm)

号 別 種 ロ 径 底径 器高

l 弥 生 �空-

2 " -空 7 2 

3 " —空土 8 9 

4 " 空-

5 " 空一
6 II 一空
7 ,, 空= 

8 " '.'iJ! ． 
， " 空-

10  " 壺 5 8 

1 1  II 空ー 7 6 

1 2  ,, 空一 7 4 

13 " 空一 8 0 

1 4  " = 空 6 0 

15 " 甕 15 I 

16 ,, 甕 15 6 

17  II 甕 24 2 

18 II 甕 6 0 

成 形 調 整

ん・ 外面 口 縁部 ヨ コ ナデ→赤彩 頸部 施文後に ミ ガキ
内面頸部 ナデ

％ 磨耗のため詳細不明
3ん外面 口 頸部 ’ 縦の斜ハ ケ→ナデ 胴部 ハ ケ→ナデ

内面 ． ナデ ？
％ 外面 口 頸部 ヨ コ ナテ

／ 3
5

外
内

面 口 頸
頸部

部 ． ナテ＂

面 ロ ナデ

％ 内面 指頭に よ る 調整痕を 残す

／ 1 ‘ 外
内

面 · 斜or横
横

ハ ケ→ナデ→施文→軽い ミ ガ
す
キ

面 ． 斜or ハ ケ 指頭に よ る 調整痕 を 残
ん， 外

内
面胴下半 ． 斜ハ ケ→ヘラ ミ ガ キ
面 斜ハ ケ→ナデ

％ 外面胴下半 ’ ヘラ ミ ガキ か ？
ん3 外面胴下半 ． 斜or横

ナ
ハ ケ→ヘラ ミ ガキ

内面 • 横ハケ ？ → テす

％ 外面 ． て い ね い なナデ ？

％ 内面 · 斜ハケ→ナデ
外面

面
斜ハケ→ヘラ ミ ガキ

1/ 5 内 斜ハ ケ 底部付近に 強い ヨ コ ナ デ
/, 2 外面 ： 縦or斜方向のヘラ ミ ガキ

内面 ’ ハ ケ→ナデ

％ 外面 口 頸部 ヨ コ ナ テ←

パ 内面 ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ ？

％ 磨耗著 し 〈 詳細不明

％ " 

備

ら 短 〈 外反 し て 丸み を も っ て 終 る 形態 を と る 。 口 唇部への加飾の有 無 は 磨耗のた め不明 で あ る 。

ロ 縁部外面は横ナ デ さ れ そ の後赤彩 さ れ て い る 。 頸部内面は て い ね い に 横 ナ デ さ れ る が 、 外面に

箆描沈線が施 さ れ る こ と に よ っ て そ の周 辺 は 凹 凸 を な し て い る 。 頸部 に は 太箆描沈線 に よ る 直線

文が 5 本認め ら れ 、 こ の直線文 に よ っ て 区画 さ れ た 文様帯 に は 上 か ら 無文 と 縄文 を 交互 に 繰 り 返

し て い る 。 ま た 無文部 に は 横 方 向 の軽 い ヘ ラ ミ ガ キ が加 え ら れ て い る 。 (2)は ( 1 ) に 比較 し て 口 縁部

の頸部か ら の立 ち 上が り は やや長 〈 外反度 も 大 き い 。 内外面 と も 磨耗か著 し く 口 唇部への加飾の

有無、 な ら び に 調整 等の詳細 は 不明 で あ る 。 頸部付近 に は 太箆描沈線 に よ る 直線文が 6 本認め ら

れ る が縄文が施 さ れ る 文様帯は 一帯のみ で、 他 は 無文のま ま 残 さ れ て い る 。 (3)は 口 縁部 と 頸部下

を 欠 失す る が 、 外面は 斜め も し く は 縦方 向 の細 い ハ ケ 整 形 を 行 い 、 そ の後 ナ デ整形 さ れて い る 。

頸部文様は 2 本の太箆描沈線 を 施文 し 、 そ の後ハ ケ 状工具原体に よ る 刻 み を 充填 し て い る 。

(4)(5)は と も に やや下ぶ く ら み の器形 を 呈す る 細頸壺で 、 胴中位下半 に 最大径 を 有す る 。 (4) は 内
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外面とも磨耗が著しく推定によるところ が大きいが、 頸部には貼りつけによる突帯を施し、 この

突帯には箆による縦方 向の刻みを施したのちに一本の箆描沈線を引 いている。 頸部下は確認でき

る範囲においては、 太箆描沈線による直線文を 7本施すことによって 6帯の文様帯を作り出して

いる。 文様帯は上か ら 無文と縄文が充 填されるものを交互に繰り返し、 胴中央部の幅広の文様帯

にはエ字文を描いている。 エ字文 内部は縄文力哺位されず、 またエ字文の交点付近には中央に竹管

状工具による刺 突をもつ円形浮文が施される。 円形浮文は現状では 2個確認されるのみだが、 全

体では 4個あったものと思われる。 (5)も磨耗のため整形は不明な部分が 多いが、 外面胴上半は文

様施文後部分的にヘ ラ ミ ガ キ がなされており 、 胴下半はヘ ラ ミ ガ キ もし 〈 はナデ整形がなされて

いたものと思われる。 内 面は頸部か ら 胴 上半はナ デ、 最大径以下はハ ケ整形後ナ デ整形されてい

る。 文様は頸部に 2本の箆描沈線を施し、 胴上半か ら 胴 中位にかけては 7本の箆描沈線によって

6帯の文様帯をつくり出し、 上か ら 棒状工具による刺 突文、 櫛描単斜線文、 櫛描直線文をそれぞ

れ施文している。 また櫛描直線文は一つの文様帯にそれぞれ 2帯づつ施文されている。

(7)- (9)はいずれも胴 中位付近で、 最大径部分が強く張り出す形態を呈する。 (7)の外面は文様施

文後に部分的に軽いヘ ラ ミ ガ キ が加え ら れ、 内面は全体に斜めもし 〈 は横方 向のハ ケ整形がなさ

れるが粘土帯接合部付近は指頭による調整痕を顕著に残している。 文様は確認できる範囲では 2

本の太箆描沈線による直線文を施した後、 上か ら 縄文、 やや長めの櫛描単斜線文・櫛描直線文 2

帯が施文されている。 櫛描単斜線文は右上か ら 左下へ右まわりの順序で施文されている。 (8)は外

面下半は斜めもしくは縦方向のハ ケ 整形後ヘ ラ ミ ガ キ がなされ、 内面は全体に斜方向のハ ケ整形

がなされた後、 上半部はナ デ整形される。 文様は確認できる範囲では 2本の太箆描沈線による直

線文を施した後、 上段には縄文を地文としてその上に箆描の波状文を 2本描き 、 下段はやや長め

の櫛描単斜線文を施している。 (9)は最大径付近かさはど強 〈 張り出さず球形に近い形態をとるが、

磨耗が著しく調整等の詳細は不明である。 文様は確認できる範囲では太箆描沈線文を 4本施 し 、

上か ら 無文 • 縄文・棒状工具による刺 突文 • 縄文の順に施文されている。

(10)-(14)は底部付近の破片である。 (JO)は胴 中 位か ら 下半にかけて 3本の円 弧文が描かれ 、 沈線間

は縄文が施されている。 底部はいずれもていねいなナ デ調整がなされきれいな平底を呈する。

(15)(16)は甕形土器である。 (15)は口 縁部は頸部か ら 緩やかな 〈 の字状をなして短 〈 外反して終るが、

外面には成形時の接合痕を残し一見折り返し状を呈している。 また最大径は口 縁部に有するもの

と思われる。 口 唇部には縄文が施されまた頸部には櫛描直線文が施文されている。 (16)の口 縁部も

頸部か ら 短 〈 外反して終る形態をとり、 内 面はヘ ラ ミ ガ キ がなされているようである。 (17)は最大

径を口縁部に有し、 胴部は内 湾ぎみに底部へ収約してゆく深鉢形を呈するものと思われ、 また器

壁は非常に薄い。 磨耗著し 〈 明 確ではないが、 体部には斜方 向の櫛描文が認め ら れる。 あるいは

縦位の羽状文であるかもしれない。 (17)は胴部がさほど張 ら ずこの時期のものとしてはややスマ ー

トな感 じ のする器形を呈する。 胴中位には櫛描 直線文が一帯認め ら れ 、 その下端に箆状工具によ
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図30 土器集中遺構出土土器拓影①
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図31 土器集中遺構出土土器拓影②

る刻みが施される。
図30 · 31には拓影を示した。 ① ～ ＠は壺形土器、 ⑭ ～⑬は甕形土器である。 ①から⑦は主と

して櫛描直線文を施す も のであるが、 ② ③には櫛状工具による剌 突文が認められる。 ⑧⑨は懸垂

文を も つ も のである。 ⑧は磨耗が著しく詳細は不明であるが、 ⑨は、 懸垂文内部には縦方向の櫛

描 直線文が施され周囲には棒状工具による刺 突文がめ ぐ らされる。 またその周囲には地文的に縄

文が施文されている。

⑩は大形壺の胴中位付近の破片である。 上半には太 箆描沈線によって区画された縄文帯と棒状

工具による剌突文が交互に施され、 下半には刺 突文が充 填された円 弧文が 2帯認められる。 ⑪ ～⑲

は主として縄文が施文される も のである。 ⑪ ～ ⑮は太 箆描沈線による直線文で区画された内部に

縄文が施文される も のであり、 ⑳ ～⑮はそこにさらに箆描沈線による波状文が描かれる も のであ

る。

⑳ ～⑬は胴中位の破片で工字文が描かれる も のである。 エ字文内部は無文のまま残される⑳⑬

と内部に縄文が施される®⑬とがある。 ⑫はエ字文の交点付近に、 中央に竹管状工具による剌突

がなされた円形浮文が施されている。 ⑭ ～ ⑬は胴中位から胴下半にかけての破片であるが 、 ⑭～⑱

には箆描の円弧文と縄文が施され、 ®⑬には太 箆描沈線による直線文が一本認められる。

⑭は甕口 縁部破片で口 唇部には縄文が施され、 口 縁部には斜方向の櫛描文が認められる。 ⑮～⑬
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は 胴 中位か ら 下半 に か け て の破 片 で あ る 。 ⑮ に は 櫛描波状文 を 櫛で縦 に 切 っ た 文様 か、 ⑰⑱ に は

櫛描条痕か 、 ⑪に は い わ ゆ る コ の字重ね文が描 か れ て い る 。

検出 面 出 土 の 弥生式土器 （図 32 - 35)

検出面か ら は 弥生中 期の栗林式土器 な ら びに 後期 の箱清水式土器が出 土 し て い る が、 実測可能

な も のは図32に 示 し た 4 点のみ で他は 拓影で示 し た 。

( 1 ) は 栗林式の太頸壺形土器で 、 口 縁部 は 頸部 か ら 緩や か に 立 ち 上が り 端部 に て 短 く 外 反 す る 形

態 を と り 、
口 唇部はやや肥厚す る 。 外面 口 頸部は 横 も し 〈 は 斜 方 向 のハ ケ整 形後 ナ デ整形 さ れ た

と 思わ れ る が 、 内 面の整形 は 磨耗が著 し 〈 不 明 で あ る 。 文様は 口 唇部 に 縄文 か施 さ れ ， 頸部 に は 棒

状工具に よ る 剌 突文 と 櫛描直線文が施文 さ れ る が、 直線文は 不明 瞭 で原体等の詳 細 は 不 明 で あ る 。

(2) は 小型の甕形土器で 、 胴部は さ は ど 張 ら ず 口 縁部 は 頸部か ら 緩や か な 弧 を 描 い て 外 反 し 端部

は 丸 〈 終 る 。 外面胴下 半 は 文様施文後縦方 向 のヘ ラ ミ ガ キ か な さ れ 、 内 面 も 全体 に 横 方 向 のヘ ラ

ミ ガ キ が な さ れ て い る 。 文様 は 頸部 に 2 連 止 め の櫛描簾状文 を 施文 し た のち、 口 縁部 と 胴部 に と

も に 上か ら 下の順序 に 波状文 を 施文 し て い る 。 後期箱清水式期の も の と 考 え ら れ る 。

(3)は 壺形土器の底部破 片 で 、 外面は 細 〈 丁寧 な 縦方 向 のヘ ラ ミ ガ キ が行 な わ れ赤彩 さ れ る 。 内

面は 横方向 に ハ ケ 整形 さ れ た 後ヘ ラ に よ る 平 滑化が行 な わ れ、 そ の後雑 な ナ デ整形が な さ れ る 。

底面は 不定方 向 のヘ ラ ケ ズ リ 後部分的 に ナ デ ら れ る が、 き れ い な 平 底 を 呈す る 。 箱清水 式 期 の も

の と 思 わ れ る 。

(4) は 手づ く ね に よ る ミ ニ チ ュ ア の高坪形土器脚部であ る 。 外面に は 指頭に よ る 調整痕 を 顕 著 に

残 し 内 面は ナ デ整形 さ れ る 。 ま た 脚 端部 は 面取 り さ れ て い る 。 時期 は 特定 し か ね る が古墳時代の

も ので あ る 可能性 も あ る 。

口 万 ゜ ru 4 

10cm 

図32 検 出 面 出 土弥生式土器実測図

表 4 検 出 面 出 土土器観察表 （弥生時代）

番 種 器 法 爵 (cm)
成 形 調 整 備

号 別 種 口 径 底径 器高

l -空 21 0 パ 外面 口 緑部 ． 斜 も し く は 横 ハ ケ → ナ テ，

2 甕 11 0 ％ 外面胴下半 ： 縦ヘ ラ ミ ガ キ 内 面 ヨ コ ヘ ラ ミ ガ キ

3 空- 5 4 ／ 2 3 外
内

面
面

胴部 縦ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩 底部 ． ヘ ラ ケ ズ リ →ナ デ
面 ・ ハ ケ →ヘ ラ 調整→ナ デ

4 高 坪 3 . 4  y4 外面
面

指頭 に よ る 調整、 脚端は 面 と り さ れ る ミ ニ チ ュ ア
内 ナ デ
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図33①から図34図＠ 栗林式の壺形土器破片である。 ① ～ ③は口 縁部破片 である。 ①は小型

壺と思われ頸部には箆描沈線が施されその後中央部に棒状工具による刺突を施した円形浮文が施

される。 口 唇部の加飾の有無は磨耗のため不明である。 ②の口 唇部は折り返し状を呈し 、 口 唇部

に縄文施文後箆による刻みがなされている。 ③は無頸壺と思われ、 箆によって沈線区画された縄

文地文上に弧文が描かれている。

④ ～ ⑳は頸部から胴中位にかけての破片で太箆描沈線による直線文で区画された内部に 、 主と

して櫛状工具による文様が充 填されているものである。 ④ ～ ⑧は櫛状工具による押し引き文と直

線文を充 填したものであるが 、 ④⑦は櫛原体による押し引 きというよりも櫛描短斜文としたほう

がよいかもしれない。 ⑨ ～ ⑰は櫛描直線文と棒状工具による刺 突文を充 填したもので⑪⑮には棒

状工具による剌 突文が 2段にわたって描かれ 、 また⑪⑰は櫛描斜条痕上に刺 突文が施されている。

⑱ -@は沈線区画された内部に櫛描直線文のみ認められるもの、 ⑳～⑳は櫛状工具による押し引

き文のみが認められるものである。

® -@(@ -⑯は太箆描沈線による直線文で区画された内部に主として縄文が充 埴されているも

のである。 ⑪ ～＠はそれに棒状工具による剌 突文が加わるもので 、 ⑫⑯には刺突文が 2段にわた

って施文され、 また⑰は弧文の中に剌 突文が充 填されている。 ＠～⑭は沈線区画された内部に縄

文のみが認められるもので 、 また⑮⑯は縄文を地文としてその上に山形文もし 〈 は重山形文が施

文されたものである。

麟は細頸壺の頸部で 、 太箆描沈線内にヘ ラ による縦方向の亥ljみが充 填されている。 ⑬-(@は

棒状工具による刺 突文を主とするもので⑬ ～⑮は 区画 内に充 填されるもの、 ® - @は刺 突文のみ

が認められるものである。

⑰ ～ ⑮は太箆描沈線文のみが認められるものであるが 、 ⑰⑱などは他の文様が加えられず箆描

沈線のみ、 もし〈はそれに棒状工具による刺 突文が加えられたのみで構成されていた可能性があ

る。 ® - ®は頸部付近の破片と思われ、 箆描沈線文とその区画内に箆描短斜線を充 填した文様と

によって構成されている。

@ - ⑭は懸垂文を施すものである。 ⑲は縦方向に沈線区画された中に櫛描直線文を充 墳し、 そ

の周囲に棒状工具による刺 突文をめ ぐ らせるが櫛描直線文は磨耗のためにはっきりしない。 ⑲⑮

は懸垂文の下端が直線によって区画され懸垂文 自 体が長方形状を呈する。 内部には櫛描直線文が

施されるが周囲には刺 突文をめ ぐ らしていない。 ⑭は懸垂文下端は弧状を呈するが刺 突文を欠き 、

かわりに縄文が施されている。 ⑮⑮は変形工字文もしくはそれに類する文様と思われるが 、 ⑮は

内部に縄文を充 填し⑮は沈線のみである。

⑰ ～⑲は胴中位付近の破片で円形浮文をもつものである。 ⑰は上半に太箆描沈線間に櫛描直線

文を施し、 その下に櫛描山形文とその頂点に棒状工具による刺 突をもつ円形浮文を施し、 両脇に

は刺 突文を充 墳した円 弧文が認められる。 ⑱は沈線間に施文された直線文とともに 2段にわたる
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図35 検 出 面 出 土弥生式土器拓影③
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刺 突文と円形浮文を施し、 ⑲は刺 突文を充 埴した弧文と棒状工具に よ る刺 突を施したfil形浮文が

認められる。

⑲は縄文のみ認められ 、@)は縦方向に直線文を施した後、 横方向に施文されている。 @) - @)

は胴下半の破片で 1 - 2 本の箆描直線文が描かれ、 ＠） は下半に荒い櫛描条痕をとどめている。 ＠
～ ⑲ も胴下半の破片でfil 弧文が描かれ内部には縄文が充 填されている。 ＠ ＠は縄文地文上に重

山 形文が描かれ、 @)は重三角文、 ＠は幾何学文が描かれている。

34図⑮） ～ ＠ は栗林式の 甕 形土 器破 片 である。 ＠ ＠ は口 縁部破 片 であるが⑮） ＠ は端

部にて短〈軽〈外反する形態をとり、 体部には櫛描羽状文を施文するものが 多い。 ＠は櫛描横位

羽状文が認められる。 口 唇部には縄文を施文するものが主体をなすが＠は箆に よ る刻みが施され

ている。 ＠） ～ ＠ は口 縁部外面に縄文が施文され、 その下端に棒もしくは箆状工具に よ る刻みが

施されるものである。 口 縁部が内湾ぎみに立ち上がる＠ ～ ＠と 、 緩やかに外反する ＠ ＠の 2

形態が存在する。 ＠）の口 縁部は折り返し状を呈するが、 他のものはいずれも明確ではない。 ま た

⑱は縄文のみが認められる。 口 唇部は確認できるものはいずれも縄文が施されている。

⑲ ～ ⑲は頸部から胴上半部にかけての破片で、 横方向の櫛描羽状文が描かれる＠ ＠ ＠と櫛

描 T 字文的な文様の®とがある。 @ - @)は胴 中 位から下位にかけての破片 で、 上半の櫛描羽

状文施文部分は成形時の接合に よ ってか一段肥厚し、 その部分にいずれも棒 ま たは箆状工具に よ

る刻みを施している。
図35 ® - @ は後期箱清水式期のもので、 ⑭） ～ ＠）は壺形土器の頸部から胴 上半部にかけて

の破片である。 ⑭） ～ ⑥）は櫛描直線文を櫛で縦に切った文様であるいわゆるT 字文が認められ、

⑭ - @は櫛描直線文が認められるものである。 @ は直線文の上に波状文が一帯確認できる。

⑲ - @ は甕形土器で@ - ®は口 縁部破片 である。 単純に外反して終る⑲） - ®  と端部にて

若干内湾ぎみに立ち上がる⑥） ～ ＠ の 2 形態が存在する。 @)- @は頸部付近の破片で簾状文な

らぴに波状文が施文されている。 ⑤） ～ ＠）は波状文が施文された胴部破片、 ＠） は櫛描条痕が施さ

れた胴部破片である。 @ - @)はハ ケ整形痕を残しており、 あるいは古墳時代のものかもしれな
し 、 ゜
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第 5 節 古墳時代の遺構 と 遺物

当該期のものと比定するのは、 住居址だけの遺構で、 その数は最も 多〈 15軒にのぽる。 古墳時

代前期にあたる遺物が ピット24より出土しているが、 この ピットは周辺のものと形態 ・ 覆土等に
相違が認められないのでこの土器と共伴しないものであろう。 住居址は全て古墳時代後半から末

葉に比定される。 しかし重複関係にある住居址が 8軒あり同時存在のものでない。

2 号住居址

遺構 （図36)

I区の北端にある。 1 号 ・ 3 号住居址と重複し、 この住居址は 1 号より古く、 3 号より新しい。
調査では 1 号との新旧関係が明確にならず、 2 号住居址の床面からの追及を先行してしまったた

め、 調査順序が逆にな
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A
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407 . 30m 

O 2 m  

図 36 2 号住居址実測 図

ってしまった。 さて検

出した部分は、 南東隅

付近の 4分の 1 程にす

ぎない。 形 態は隅丸方

形を呈するものと思わ

れる。 掘り込みは垂直

に近く南壁35cm · 東壁

37cmを測る。 床面は平

坦で外縁近くまで貼り

床が施され堅緻である。

柱穴は 1 個確認され、

最大幅 85cmで、 深さ34

cmのもので、 内に径37

cm · 深さ 29cmと径約25

cm · 深さ 21cmの柱痕 ピ

ットがある。 前者が主

柱痕で、 後者は支柱痕

であろう。 周溝は北壁

下に認められ、 平均幅

25cm · 深さ 5 - 8 cmの
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図37 2 号住居址出 土土器実測図

も ので あ る 。 カマ ド は 北壁の未調査区域境 よ り 焼土の痕跡が認 め ら れ こ の付近 を 予想す る 。 こ の

推定が正 し けれ ば 、 一辺 が 8 m に 近 い 大形住居址に な る 。

遺物 （図37)

土師器坪 • 甕 ・ 旨瓦、 須恵器細 口 壺 • 甕 、 土製紡錘車等 が出土 し て い る 。 ( 1 ) - (5 )は土師器坪 で、

い ず れ も 坪 部 は 底 部 よ り 内湾 ぎ み に 立 ち 上が り 半球形 を 呈 し て い る 。 ( 1 )(2)は と も に磨耗が著 し 〈

詳 細 は 不 明 で あ る が、 内外面 と も ヘ ラ ミ ガ キ に よ り 調整 さ れ て い る よ う で あ る 。 (3)は 口 縁部外面

は 横 方 向 、 坪部 は ヘ ラ ケ ズ リ 後 に 斜 方 向 のヘ ラ ミ ガ キ が行 わ れ 、 底部 も ヘ ラ ミ ガ キ で仕上げ ら れ

て い る 。 内面は 全体 に 雑 な ヘ ラ ミ ガ キ 後黒色処理 さ れ る 。 (4) も 調整 は(3) と 同 様であ る が内面は て
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表 5 2 号住居址出 土 土器観察表

番 種 器 法 罷 (cm)
成 形 調 整 備

別 種 口 径 底径 器莉

l 土 師 坪 1 1  2 ％ 外面 • ヘ ラ ミ ガ キ 内面 ヘ ラ ミ ガ キ

2 " 杯 10 .6  ％ 外面 磨耗 内面 • ヘ ラ ミ ガ キ

3 " 杯 12 . 3  ん3 外
内

面 ’ ヘ ラ ケ ズ リ →ヘ ラ ミ ガ キ
面 ： ヘ ラ ミ ガ キ →黒色処理

4 II 杯 13 3 ん1 外
内

面 ： ヘ ラ ケ ズ リ →ヘ ラ ミ ガ キ
面 ． ヘ ラ ミ ガ キ →黒色処理

5 " 坪 5 . 1  ／ 1 4 外
内

面 ’ ヘラ ケ ズ リ →ヘ ラ ミ ガ キ 底部 ヘ ラ ケ ズ リ
面 ヘ ラ ミ ガ キ

6 頃 恵 細 口 壺 6 4 ％ ロ ク ロ ナ デ

7 " 甕 ％ 外面 ． 乎 行 タ タ キ 内面 青海波→ナデ

8 土 師 甕 17 .  4 ん， 外面 口 縁部 · ョ コ ナデ 胴部 ハ ケ →ヘ ラ ケ ズ リ
内面 ナ デ， " 甕 14 9 ん， 外
内

面 口 緑部 · ョ コ ナテ’ 胴部 ヘ ラ ミ ガ キ
面 磨耗

10 II 甕 7 . 1  ％ 外面 ． ヘ ラ ケ ズ リ 内面 ． ナ デ

1 1  II 甕 5 . 7  ／ 1 2 外
内

面 ： ヘ ラ ケ ズ リ 底部 ． 木葉痕
面 ： ナ デ

12 " 甑 外面 ： ヘ ラ ミ ガ キ 内面 ． ヘ ラ ミ ガ キ

いねい なヘ ラ ミ ガ キ が な され黒色処理される。 (5)も土師器杯であるか器壁は非常に薄〈仕上げら

れる。 坪部外面はヘ ラ ケ ズリ 後横ヘ ラ ミ ガキ が な され、 底部は不定方向のヘ ラ ケ ズリ によって仕

上げられ、 やや不安定な 平底を呈する。 内面は全体にていねい な ヘ ラ ミ ガ キ が なされている。

(6)は須恵器細頸壺の口縁部破片と思われる。 直線的に外開 し 端部は丸く終る形態をとり、 内外

面とも ロ ク ロ ナ デされる。 (7)は須恵器の甕でやや肩の張る球形胴をなし、 底部も丸底を呈する。

外面は平行タ タ キ を施すが肩部付近と胴下半には格子 目 状に施 し 、 また底部付近にはタ タ キ 後間

隔をおいて 2帯のカ キ メが施されている。 内面は全体にていねい な ナ デ整形が なされるが 、 胴上

半には部分的に青海波文の痕跡が残される。

(8) -(10)は甕形土器である。 (8)は口縁部が短〈強く外反する長胴甕で、 口縁部外面は強く横ナ デ

され胴部はハ ケ整形後、 縦方向のヘ ラ ケ ズリ が な される。 (9)は口 縁部がくの字状に短〈外反する

形態をとり、 最大径は胴部に有する。 外面には縦方向のていねいな ヘ ラ ミ ガ キ が な されている。

(I I)は底部破片で 、 底部には木葉痕を残 し ている。 外面はヘ ラ ケ ズリ され、 内面はヘ ラ による平滑

化後ていねいにナデ整形されている。 (12)は甑の把手部分の破片で 、 把手は体部成形後貼り付けら

れている。 内外面ともていねい な ヘ ラ ミ ガ キ が な される。

(13)は土製紡錘車で中央に焼成前の穿孔が な され、 全体にていねい な ナ デ整形が な されている。

最大径4. 6cm、 厚さ2. 9cm、 重量65. 5g を測る。
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3 号住居址

遺構 （図38)

I区の北側住居址群の一つで 2 号住居址と重複し、 西側の一部はこの住居址によって切り込 ま

れる。 形態は西壁が幾分開き気味になるものの隅丸方形を呈する。 調査ではカマドの痕跡が認め

られなかったことから北壁に構築された可能性が強い。 規模は東西間の最大幅3.9 8mになり、 主

軸 方向は東壁からN-45゜一Wを推定する。 床面は貼 り 床が施され堅緻では ぽ平坦である。 主柱穴

は 3個確認され、 p 1 は径30cm · 深さ28cm、 p 2は径24cm ·深さ22cm、 p 3は径25cm · 深さ 6cm 

を測るもので、 内に径 1 0cm程の柱痕 ピットをそれぞれ有している。 四本柱方形配列の住居址であ

ろう。 ま た何のための施設か理解できないが、 隅 丸長方形を呈す土横状の ピット(P 4) がある。

I ce Iぃ: ／ 
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407 . 20m 

。 2 m  

図 38 3 号住居址実測 図

- 48-



＼
 

―-―――
ロ

ー
＇

 

1 1  

lh s 二 6゜ 1 0cm 

図 39 3 号住居址出土土器実測 図

p 2と P 3の間で、 P 2の近くから拳大の 自 然礫が1 7個集中して出土した。 従来から説かれてい

る俵等編用の コ モ デ石であろう。

遺物 （図39)

土師器の甕 ． 甑 • 高坪、 須恵器の甕形土器が出土している。 (1)(2)はともに土師器の長胴甕であ

る。 (1)は口 縁部が緩やかに外反し端部で丸く肥厚する形態をとり 、 口 縁部に最大径をもつ。 胴部

は 胴上位でわずかに張りを持つがは とんど直線的に底部へ収約してゆく形態をとる。 底部は 小さ

な平底をなし木葉痕をとどめる。 口 縁部内外面はともに横ナ デ整形される。 外面胴上半 は縦方向

のハ ケ整形後ヘ ラ ケ ズリ され、 その後棒状工具によって縦方向に雑に掻きとられた ような痕跡を

残す。 胴中位には 横方向のハ ケも認められ、 また 胴下半 は 主として縦ヘ ラ ケ ズリ がなされる。 胴

部内面は主として横方向のヘ ラ による平滑化がなされ、 その後比較的ていねいにナ デ整形されて

いる。

(2)は 胴部上位が強く張り出しこの部分に最大径をもつ。 口 縁部は 頸部から短く 〈 の字状に外反

し、 端部は 丸 〈 肥厚して終る。 口 縁部外面は 強く横ナ デされ胴部は縦方向のヘ ラ ケ ズリ によって

調整されている。 内面は口 縁部から頸部にかけては 横ハ ケ 後ナ デられ、 胴上半 は ヘ ラ による平滑
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化後ていねいにナ デ ら れている。 また胴下半の粘土帯接合部付近を中心に横方 向のヘ ラ ケ ズ リ か

なされている。 ( 3)は須恵器の甕で、 口 縁部は直線的に外開し端部は断面三角形状 を 呈する。 口頸

部間には上下を 2本の沈線によって区画した中に、 櫛状工具による刺 突を上下 2段に施している。

内外面ともに 自然釉が付着している。

(4)は 多孔のi,a:1である。 胴部外面はヘ ラ ケ ズリ 後斜めか ら縦方 向のていねいなヘ ラ ミ ガ キ を施し

底部は丸く仕上げ ら れている。 内面も底部付近を除いてナ デ整形後、 比較的ていねいなヘ ラ ミ ガ

キ がなされる。 底部は一部を欠 損するが現状では 6個の穿孔が確認される。

(5)-(7)は土師器の高坪で、 坪部内面はいずれもヘ ラ ミ ガ キ され黒色処理 さ れている。 (5)の脚部

は短くハの字状に開き 、 端部は水平に伸びる形態をとる。 外面はヘ ラ ミ ガ キ さ れ 、 内面はヘ ラ ケ

ズ リ 後ナ デ整形される。 (6)も(5)と同様の脚部形態をとるが上半は中実でやや長〈立ち上がる。 (7)

は坪部は椀状に立ち上がり、 口 縁端部で若干外反する形態をとり、 脚部はハの字状に直線的に外

開する形態をとる。 外面は坪部、 脚部とも縦方向の細くていねいなヘ ラ ミ ガ キ が施 さ れている。

表 6 3 号住居址出土土器観察表

番 種 器 法 量 (cm)
号 別 種 ロ 径 底径 器高

1 土 師 甕 18 . 4  3 . 1  3 1 . 1  

2 II 甕 16 . 7  

3 須 恵 寝 24 . 9  

4 土 師 甑

5 ,, 高 杯 8 0 

6 II 高 杯 9 6 

7 II 高 坪 14 . 7  9 . 6  10 . 4  

6 号住居址

遺構 （図41)

! 成 形 調 整

外
内

面
面

口 緑部 ヨ コ ナデ 胴部 ハ ケ→ヘ ラ ケ ズ リ
完 口 緑部 ヨ コ ナ デ 胴部 ， ヘ ラ に よ る 平滑化→ ナ テ’

外面 口 緑部 ヨ コ ナデ 胴部 ： ヘ ラ ケ ズ リ
ツ• 口 緑部 ： ョ コ ハ ケ→ナデ 桐部 ハ ケ 、

ヘラ平滑化、 ケ ズ リ 、 ナテ・

％ ロ ク ロ ナ テ→

ッ’ 外
内

面 • ヘ ラ ケ ズ リ →ヘ ラ ミ ガキ
面 ・ ナ デ→軽いヘ ラ ミ ガ キ

-元 脚外面 ヘ ラ ミ ガ キ ？ 脚 内 面 ， ヘ ラ ケ ズ リ →ナ デ
坪 内 面 ． ヘ ラ ミ ガ キ →黒 色処理
脚外面 ： ヘ ラ ミ ガ キ 脚 内 面 ヘ ラ ケ ズ リ →ナ デ

完 坪 内 面 ： ヘ ラ ミ ガ キ → 黒 色処理 坪 外面 ： ヘ ラ ミ ガ キ
-元 坪外

外
面 ： ヘ ラ ミ ガ キ 坪 内 面 ヘ ラ ミ ガ キ → 黒 色処理

脚 面 ． ヘ ラ ミ ガ キ 脚 内 面 ヘ ラ ケ ズ リ →ナデ

備

床

床

床

床

I 区の中央か ら 単独で検出されたか、 西側の半分程は調査地域外にある。 基本形態は隅丸方形

になるものと思われるが、 西壁は内屈し不整なものになる。 南北間の最大幅は3.6m になる。 掘り

込みは北壁39cm · 南壁37cm · 東壁28cmを測る。 床面は平坦であるが通常見 ら れる状態とやや趣を

/.'"N〗 2

図40 6号住居址出土土器実測 図

異にしており、 掘り込み時のままの感を受け地山

に含まれる礫が顔を出している。 南東隅に長軸 100

cm ・ 短軸 80cm · 深さ 15cm程の落ち込みが認め ら れ

中に柱穴様の ピットがある。 他の施設は調査か ら

は検出されなかった。
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遺物 （図40)

土師器の坪ならぴに高坪形土器が

出土 し ている。 ( 1 )は坪形土器で、 体

部は底部から内湾ぎみに立ち上がり

ロ 縁部は強〈横ナ デされるこ と によ

って厚さを減じ若干外反する形態を

と る。 外面 口 縁部は横ナデ後軽 い 横

ヘ ラ ミ ガ キ が加 え られ 、 体部はヘ ラ

ケ ズリ 後横も し 〈は斜方向のヘ ラ ミ

ガ キ が行われる。 口 縁部 と 体部 と の

境には緩やかな稜が形成されている。

内面は横方向のかなり雑なヘ ラ ミ ガ

キ が加え られ、 黒色処理される。

(2)は高坪で坪部 と 脚端部を欠損す

るが、 脚部はハの字状に直線的に外

開する形態を と る。 坪部内底面はて

い ね いなヘ ラ ミ ガ キ がなされ黒色処

理されている。 脚部外面は縦方向の

細〈て い ね いなヘ ラ ミ ガ キ がなされ、

内面は箆による平滑化後全体にナ デ

整形されている。

表 7 6号住居址出 土土器観察表

ぐ）

B
 

／
 

B ' 

A ' 

C 、 c
 

A
 

ー:�ー、に
2 m  

図 4 1 6号住居址実測 図

番 種 器 法 祉 (cm) 遺

号 別 種 i 成 形 調 整 備
ロ 径 底径 器 高

l 土 師 椀 14 2 ん1 外面 口 緑部 · ョ コ ナ デ→軽い ヘ フ ミ ガ キ 体部 ． ヘ フ ケ ズ リ →
ヘ ラ ミ ガ キ 内 面 ヨ コ ヘ ラ ミ ガ キ →黒 色処理

2 土 師 高 杯 ／ ．
5 

坪 内 面 • ヘ ラ ミ ガ キ →黒 色処理
脚外面 ： 縦ヘラ ミ ガ キ 内 面 → ナ デ

8 号住居址

遺構 （図42)

I 区の南側に位置する住居址で、 北西隅付近 4分の 1 程を検出 し たにすぎない。 検出面での形

態は北壁 と 西壁の交点は鋭角を呈する。 下端では直角に近くなり 、 最終形態は隅丸方形になるも

の と 予想する。 規模等の詳細は不明であるが、 検出 し た北壁の東端に焼土が認められ、 これを カ

マドと 想定すれば一辺が 6m内 外になるもの と 思われる。 掘り込みは北壁42cm ·西壁33cmになる。
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図42 8 号住居址実測図

し か し 西壁においては弥生時代の土器集中遺構の記述の中でも触れたが、 この数値に 15cm上積み

し 48cm以上の壁高が考えられる。 床面は平坦であるが軟弱である。 柱穴は認められなかった。 尚、

西壁を切り込んで土壊状の遺構がある。 これは本住居址に付属するものか別時期のものか調査か

らその結果は得られなかった。 長軸 9 8cm ・ 短軸 50cm · 深さ47cmの規模になる。

遺物 （図43)

土師器坪・甕 • 甑 、 須恵器高坪形土器が出土 し ている。 ( 1)- ( 3)は土師器坪で、 (1)は底部から内

湾ぎみに立ち 上がる形

7 IT〗
こ 二

I " 
ヽ· - ------ I 

< ー- - ·!
ミ

。 10cm 

図43 8 号住居址出 土土器実測図

態をとる。 外面には雑

な、 内面には比較的て

いねいなヘ ラ ミ ガキ が

なされている。 (2)は内

湾ぎみに立ち 上かった

体部が口 縁部でさらに

内湾 し 、 坪というより

は小型の甕といった形

態をとる。 内外面とも

磨耗が著 し 〈 詳細は不

明である。 ( 3)は外面 ロ
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表 8 8 号住居址出土土器観察表

番 種 器

別 種

l 土 師 杯

2 " 坪

3 II 坪

4 須 恵 高 坪

5 土 師 甕

6 II 甑

法 最 (cm)

口 径 底径 器高

1 1 . 4  

9 . 1  

1 1 . 6  6 . 5  4 . 7  

1 0 . 0  

7 . 6  

! 成 形 調 整

パ 外面 ’
ヘ ラ ミ ガキ 内 面 ’

ヘ ラ ミ ガ キ

％ 磨耗著 し 〈 不明

ん1 外
部
面 口 縁部 ： ヨ コ ナデ 体部 ’

ヘ ラ ケ ズ リ →ヘ ラ ミ ガ キ
底 ヘ ラ ケ ズ リ 内面 ． ヘ ラ ミ ガ キ → 黒 色処理

％ ロ ク ロ ナ デ

％ 外面 ヘ ラ ケ ズ リ →ナ デ 内面 ヘ ラ ミ ガ キ

外面 ’
ヘ ラ ミ ガ キ 内 面 ヘ ラ ミ ガ キ

備

底部に木葉痕有

縁部は 強 〈 横ナ デ さ れ若干外反する。 体部は ヘ ラ ケ ズリ 後雑なヘ ラ ミ ガ キ がなされ、 底部付近は

ヘ ラ ケ ズリ のみな さ れている。 口 縁部と体部との境は 緩やかな稜 を 形成する。 内面は 横方向の軽

いヘ ラ ミ ガキがな さ れ黒色処理される。

(4)は 須恵器の小型高坪と思われる。 口縁部は坪部中位に明確な稜 を なして立ち上がり、 口 縁端

部は 尖り気味 に 終っている。 内外面とも ロ ク ロ ナ デ さ れ、 ま た外面下半 は 4本一組の櫛状工具に

よる右 ま わりの剌 突文力哺狙 さ れている。

(5)は土師器の甕形土器で外面は雑なヘ ラ ケ ズリ 後ナ デ整形 さ れ、 底面には木葉痕 を 残している。

内面には ヘ ラ ミ ガキ が加えられている。 (6)は 甑で内外面とていねいにヘ ラ ミ ガキ される。 把手は

体部成形後に貼りつけられたもので、 ヘ ラ ケ ズリ 的な雑なヘ ラ ミ ガキ が加えられている。

10号住居址

遺構 （図44)

I区の南端にあり、 こ れも北東隅付近 4分の 1 程 を 調査したにすぎない。 規模等は不明である

が、 （隅丸） 方形を 呈する形態になるものと思われる。 掘り込み は北壁29cm · 東壁34cm を 測り、 床

面は平坦であるが東へ傾斜する。 この床面上には木炭化したものは 認められなかったが炭化物及

び焼土が 5 cm程の厚 さ を もって全面に覆っており、 火 災による廃棄が予想さ れる。 柱穴やカマド

は確認できなかった。 北東隅付近より石臼の半欠が中に 自然円 礫 を 入れ正位の状態で出土してい

る。

遺物 （図45)

土師器の坪 ． 甕 ． 鉢形土器が出土している。 (1)-(6) は 坪であるが形態から、 坪部中位に明確な

稜 を なして口 縁部が立ち上がる(1)-( 3)、 坪部中位の稜が不明瞭な(4)(5)、 坪部内面に稜 を 形成して

ロ 縁部が外反する(6)に大別できる。 (1)(2)はともに坪部中位に明確な稜 を 形成して口 縁部が鋭 〈 外
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反 す る 。 口 縁部 に は 強 い 横 ナ デか施 さ れ、 体部か ら 底部 に か け て は 不定 方 向 のヘ ラ ケ ズ リ で整形

さ れ る 。 内面は と も に ナ デ整形 と 思 わ れ る 。 (3)は 坪部上位 に 稜 を 有 し 口 縁部 は 短 〈 外反す る 。 や

や厚手の作 り で外面体部 に は ヘ ラ ケ ズ リ 後ヘ ラ ミ ガ キ が加 え ら れ 、 内面は 全体 に ナ デ整形 さ れ て

い る 。

(4 )(5 )は坪中位 に 明確 な稜 を 形成せぬ も ので あ る が 、 (4)は 口 縁部がやや鋭 く 外反 す る 形態 を と る 。

Q71 � ロ
((, 

===-\, \filj/ 三
-
．

 ＼
 

ヽ
＞

＼

〇

＼
 

二ヽ―-
1

 
こ

10cm 

図45 10号住居址出 土土器実測図
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表 9 10号住居址出 土土器観察表

番 種 器 法 屈 (cm) 遺

号 別 種 = 
成 形 調 整 備

ロ 径 底径 器濶

l 土 師 坪 1 1  2 ん1 外
内

面 口 縁部 ’

強 い ヨ コ ナデ 体部 ヘ フ ケ ズ リ
面 ヨ コ ナ デ

2 " 17' 1 2 . 2  5 5 3 8 ん1 外面 口 緑部
’

ヨ コ ナ デ 体部
’

ヘ フ ケ ズ リ
内部 ヨ コ ナ デ

3 " 坪 13 .8  ん1 外面 口 緑部 ヨ コ ナ テ‘ 体部 ヘ フ ケ ズ リ →ヘ フ ミ ガ キ
内 面 ヨ コ ナ デ

4 II 坪 1 1 . 4  ( 5 . 5) (3 ,  7) ん1 外面 口 縁部 ． ヨ コ ナ デ→ ミ ガ キ 体部 ヘ フ ケ ズ リ
内 面 口 縁部 ヨ コ ナ デ→ ミ ガ キ 体部

’

ヘ ラ ミ ガキ

5 II 坪 12 . 2  ( 5 . 1 )  ( 4 .  9) ん1 外面 口 緑郎 ヨ コ ナ デ 体 部 ． ヘ ラ ケ ズ リ → ミ ガ キ
内 面 ヘ フ ミ ガ キ

6 " 坪 15 . I 6 4 Y. 外面体部 ヘフ ケ ズ リ →ヘ フ ミ ガ キ
内 面 ： ハ ケ→ヘラ ミ ガ キ →黒色処理

7 II 甕 20 . 1  ％ 外面 ． ヨ コ ナ デ 内 面 ナ デ

8 " 甕 16 4 ん1 外面 口 縁部 ハ ケ → ヨ コ ナ デ 胴部 斜or縦ハ ケ
内面 ヨ コ ナ デ， " 甕 7 . 0  ％ 
外面 ケ ズ リ
内 面 ナ デ

1 0  " 鉢 18 . 6  ½ 外面 口 縁部 · ョ コ ナ デ 体部 • ヘ フ ケ ズ リ
内 面 ヨ コ ナ デ

外面 口 縁部 は 強 い ヨ コ ナ デ後軽 いヘ ラ ミ ガ キ が施 さ れ、 体部か ら 底部 に か け て は不定方 向 の ヘ ラ

ケ ズ リ で整形 さ れ て い る 。 内面 も 口 縁部 は 強 い ヨ コ ナ デ後軽 い ヘ ラ ミ ガ キ が加 え ら れ、 体部は 不

定方向 の 雑 な ヘ ラ ミ ガ キ が な さ れ て い る 。 (5 )は 口 縁部外面 は 横 ナ デ、 体部か ら 底部 に か け て は ヘ

ラ ケ ズ リ さ れ比較的 て い ね い なヘ ラ ミ ガ キ が な さ れ て い る 。 ま た 内面 は 全体 に 横 方 向 の ヘ ラ ミ ガ

キ が な さ れ る 。

(6)は 内 面 に 稜 を な し て 口 縁部が外反 し 、 外面 口 縁部 は ヨ コ ナ デ、 体部 は ヘ ラ ケ ズ リ 後 て い ね い

な ヘ ラ ミ ガ キ がな さ れ底部は 丸底 を 呈す る 。 内 面 は ハ ケ整形後全体 に ヘ ラ ミ ガ キ が な さ れ、 黒色

処理 さ れ る 。

(7) -(9)は 甕形土器であ る 。 (7)は 口 縁部は く の字状 に 大 き 〈 外 反す る 形態 を と り 端部は 丸 〈 終 る 。

口 縁部は ヨ コ ナ テさ れ、 胴部は縦方向の ヘ ラ ケ ズ リ 後 ナ デ整形 さ れ る 。 内 面 も ナ デ整形 で あ る 。

(8)は 口 縁部が端部で短 く 外反す る 形態 を と る も の で、 斜め も し く は 縦 方 向 の ハ ケ 整形後 口 縁部の

み ヨ コ ナ デ さ れ て い る 。 (9)は底部破 片 で外 面 は 縦方 向 に ヘ ラ ケ ズ リ さ れ、 底 部 は 雑 な ナ デ整形、

内面 も ナ デ整形 さ れ る 。

(JO)は鉢で 口 縁部 は 大 き 〈 外反 し 、 端部は 丸 く 終 る 。 口 縁部 を 横ナ デ し た 後体部 に 縦 方 向 の ヘ ラ

ケ ズ リ が施 さ れ て い る 。

12号住居址

遺構 （図46)

II 区 の東側 に位置 す る 。 調査では カ マ ド を 中 心 と す る 北壁部分の み検出 し た 。 他 は 調査 区域外
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図46 12 号住居址実測 図

に延びる。 形態は一辺

か 5m前後の規模にな

る隅丸方形を呈する も

のと思われる。 掘り込

みは北壁46cm · 東壁48

cmを測る比較的深い住

居址である。 検出した

範囲内での床面は、 カ

マド付近が高 〈 そ の両

壁に向かって軟弱で低

く なる。 カマドの右側

の壁下には幅 1 0cmで深

さ 7 - 14cmの周溝がめ

ぐ る。 また北東隅付近

には、 長軸 90cm ·深さ

44cmの貯蔵穴がある。

カマドは北壁の中央に

構築されている も のと

思われる。 形態は粘土製両袖形の も ので、 燃 焼部に石製の支脚が埋設され、 そ の周辺は焼土で覆

われていた。 主体部の規模は不明であるが、 焼成部内法は45cm程になる。 煙道は傾斜を有しなが

ら、 また左傾して 85cm突出した部分だけを確認した。 煙道幅は中位で25cmを測る。 カマド右から

口 ー
10cm 

図47 12号住居址出 土土器実測図
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表10 12号住居址出 土土器観察表

番 種 器 法 屈 (cm) ! 号 別 種
成 形 調 整 備

口 径 底径 器 高

1 土 師 鉢 1 7 . 8  ゾ．
外面 口 縁部 ． ヨ コ ナ デ→ ヨ コ ヘ フ ミ ガ キ 胴部 ： ヘ フ ケ ズ リ →
ヘ ラ ミ カ冴� 内 面 ヘ ラ ミ ガ キ 貯蔵穴

2 II 甕 16 5 ん1 外 面 口 緑部 ヨ コ ナ デ→縦ヘ フ ミ ガ キ
内面 ヨ コ ヘ ラ ミ ガ キ

3 須 恵 長頸瓶 ん、 体部外面
’

回 転ヘ フ ケ ズ リ 内 面 ’

ロ ク ロ ナ デ
頸 部 ロ ク ロ ナ デ 床

土師器甕片 と と も に 須 恵 器 フ ラ ス コ 形瓶がほ ぼ正位状態 で 出 土 し て い る 。

遺物 （図47)

土師器鉢 ・ 甕形土器 な ら び に 須 恵 器 フ ラ ス コ 形長頸瓶が出土 し て い る 。 ( 1 )は 土師器の鉢で 、 体

部は底部 よ り 内 湾 し つつ 立 ち 上が り 口 縁部 は 頸 部 よ り 内傾 し 端部 に て 若干外反す る 。 ま た 端部は

丸 く 終 っ て い る 。 外面 口 縁部 は 強 い 横ナデ、 体部は ヘ ラ ケ ズ リ さ れ、 そ の後全体に て い ね い な横

ヘ ラ ケ ズ リ が加 え ら れ る 。 口 縁部 と 体部の境 に は 明確 な 稜 を 残 さ な い 。 内 面 は 口 縁部 か ら 体部上

半 に か け て は横ヘラ ミ ガ キ 、 体部下半 に は 不定方向 のヘ ラ ミ ガ キ が加 え ら れ黒 色処理 さ れ る 。

(2)は 甕で、 口 縁部 は 頸部か ら 短 〈 強 く 外反 す る 形態 を 呈す る 。 口 縁部 は 内 外面 と も 強 〈 横ナ デ

さ れ 、 外面 口 縁部下半か ら 頸部 に か け て は そ の後縦方 向 の 雑 な ヘ ラ ミ ガ キ が加 え ら れ る 。 内 面 は

頸部下 ま で、 全体 に て い ね い な横ヘ ラ ミ ガ キ が な さ れ て い る 。

(3)は い わ ゆ る フ ラ ス コ 形長頸瓶で、 口 縁部 と 体部の 一部 を 欠損す る 。 残 存高約20 . 5cm、 体部径

約16 . 3cm を i則 り 、 体部は球形 に 近 い。 頸部は 内 外面 と も ロ ク ロ ナ デ さ れ 、 外面 に は 2本の 沈線が施

さ れ る 。 体部 と の接合部は 内面 に 鋭 い 稜 を 形成 し て い る 。 体部外面 は 全体 に 回転ヘ ラ ケ ズ リ で調

整 さ れ、 接合部付近 に は 一本の沈線が施 さ れ る 。 ま た 内 面 に は 左 ま わ り の ロ ク ロ ナ デ痕が認め ら

れ る 。 口 縁部内外面 な ら ぴに体部に は 深緑色の 自 然釉が付着 し て い る が 、 体部 は 片 面 に の み 認 め

ら れ る 。

13号住居址

遺構 （図49)

I I 区 の東端、 III 区 の 南端 か ら 検 出 さ れ た も の で 、 北西隅の み の 部分 で あ る た め規模等 は 不明 で

あ る 。 形 態 は 方 形 を 呈す る も の と 思わ れ る 。 掘 り 込み は 43cm に な る 。 尚 、 調査 区域境 に み ら れ る 深

さ 27cmの 落 ち 込み は 柱穴 の 可能性があ る 。

遺物 （図48)

( 1 )は土師器の小型 甕 で あ ろ う か。 口 縁部

は 緩や か に 外反 し 端部 は 丸 〈 終 っ て い る 。

外面 に は やや雑 な 、 そ し て 内 面 に は 比較的

n U, �  □蓋
図 48 13号住居址出 土土器実測図
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□: 
A ' 

406 . 40 m  

ていねいな横ヘ ラ ミ ガ キ が行われている。 (2)は高坪 脚部でやや大

きく開く形態をとり、 端部は丸く終る。 磨耗が激しく詳細は不明

だが、 外面にはヘ ラ ミ ガ キ が加えられ、 内面はナ デ整形と思われ

る。

0 1 m 
l 』 9 』 ' I

図49 1 3号住居址実測図

表 1 1 1 3号住居址出 土土器観察表

番 種 器 法 量 (cm)
成 形 調 整 備

別 種 ロ 径 底 径 器 高

l 土 師 甕 1 3 . 8  ／ 1 8 外
内面

面 口 縁部 ： ヨ コ ナ デ→軽 い ヨ コ ヘラ ミ ガ キ
· ョ コ ヘ ラ ミ ガ キ

2 II 高 坪 13 . 0  ％ 外面 ヘラ ミ ガ キ 内面 ナデ

14号住居址

遺構 （図5 0)

II 区の南側にあり、 南東隅は調査 区域外にあるが、 ほぼ 全体を検出することができた。 2 号溝

址を切り込んでいるが、 カマ ドの両脇は大形の ビ ットに よ り破壊を受けている。 基本形態は隅丸

方形が考えられるが、 東西軸 4.55mに対し、 主軸 （南北） の方が短い3.75mを測る変則的な住居

址である。 掘り込みは北壁23cm · 南壁23cm · 東壁24cm · 西壁22cmと一定の数値になるが、 東西間

の床面は東へ傾斜する。 南北間は平坦で、 全体的に貼り床が施され堅緻である。 主柱穴は位置か

らして p 2 (径35cm · 深さ24cm) と p 3 (径35cm · 深さ 10cm)が考えられ、 4本方形配列になる

も のと思われる。 p 1 (径53cm ・ 深さ24cm) と p 4 (径37cm· 深さ 13cm)は内に柱痕様 ピットを有

しているが支柱穴であろう。

カマ ドは北壁の中央 よ りやや東側に構築される粘土製両袖形の も のである。 主体部の袖部約60

cm、 焚口 部の内法34cmの規模になる。 左袖部先端には袖 石が埋設され、 火 床は 5 cm程凹み焚口 部

に焼土塊化して認められた他は、 灰 ・ 焼土が堆積していた程度で明瞭でない。 カマ ド内上面に甕

が 2 個体横転した状態で出土している。 そのためカマ ドの最終使用はこれら土器の下方 、 実測図

中の I層上面ということになる。 またカマ ド前面に床に接して高杯が、 p 2の右から凹 石が出土

した。 このほか南西隅付近にはエ作台 として使用したと思われる偏平 自然石が確認されている。

- 5 8― 
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口 ロ
゜ 10cm 

図51 14号住居址出土土器実測 図

そ の一 つは長辺40cm ・ 短辺20cmの長方形のもので、 も う 一つは径20cm程の偏平 円礫である。

遺物 （図5 1)

坪 ・ 甕 • 甑 ． 鉢 • 高坪形土器が出土している。 (1 )は土師器の坪で、 体部は 内湾ぎみに立ち上が
って端部に至る形態をとる。 体部は ヘ ラ ケ ズ リ 後主として横方向のヘ ラ ミ ガ キ がなされ、 底部も
ヘ ラ ケ ズ リ され そ の後ヘ ラ ミ ガ キ される。 内面は全体に横方向のていねいなヘ ラ ミ ガ キ がなされ、
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黒色処理される。 (2) は 須恵器の坪で、 立ち上がりは内傾 し 端部は 丸〈終 る 。 受部は 若干上向きに

外方へ伸びる。 体部下端には 左回りのヘ ラ ケ ズリ が一帯なされ、 ま た底部は 一帯の回転ヘ ラ ケ ズ

リ で調整されている。 体部と底部の一部に薄い 自然釉がかかっている。

( 3)(4)は長胴甕である。 ( 3)は 口 縁部が〈の字状にやや強〈外反 し 口 縁部に最大径をもつ。 胴部は

胴上半から胴中位にかけてやや張りをもつ。 口 縁部は 内外面とも強く横ナ デされ、 外面胴部はそ

の後縦方向の密なヘ ラ ケ ズリ がなされる。 ま た頸部付近は 胴部ヘ ラ ケ ズ リ 後さらに縦方向のヘ ラ

ミ ガキ が加え られ、 口 縁部と胴部との境には稜を残さない。 内面胴上半 から胴中位にかけて は ヘ

ラ による平滑化後ていねいなナ デ整形がなされ、 胴下半 は ハ ケ整形がなされている。 内面に は 比

較的顕著に粘土帯接合痕を残 し ている。 (4)も長胴甕であるが口 縁部は 緩やかに外反 し 口 縁部に最

大径をもつ。 胴部は( 3)に比較 し てはとん ど 張りをもたず、 直線的に底部に収約する形態を呈する。

ロ 縁部は 内外面ともに強い横ナ デが行われ、 内面はそのために頸部との境に段を生じる。 胴部は

頸部付近から全体に縦方向のヘ ラ ケ ズ リ がなされるが、 頸部から下半にかけて は その後ヘ ラ ミ ガ

キ が加え られる。 底部付近は縦方向のヘ ラ ケ ズ リ がなされるのみである。 胴部内面は 全体に ナ デ

整形されるが粘土帯接合痕を顕著に残す。

(5) は 甕口 縁部であるが、 口 縁部は 短く立ち上がりつつ外反 し 最大径を胴部に有する。 内外面と

もナ デ整形される。 (6) は 短胴の甕形土器で、 口 縁部は端部にて若干外 反 し 胴部はさは ど 張りを持

たずに底部へ収約する形態をとる。 ま た底部は 丸みをもった不安定な平底状を呈する。 口 縁部は

内外面とも強い ヨ コ ナ デが行われ、 胴部外面は ヘ ラ ケ ズ リ されその後比較的ていねいな縦も し く

は斜方向のヘラ ミ ガキ が加え られる。 底部も不定方向のヘ ラ ミ ガキ がなされ、 ていねいに仕上げ

られている。 胴部内面は 横方向のヘ ラ による平滑化がなされ、 その後ナ デも し くは 横方向のヘ ラ

ミ ガキが加え られる。

(7)は 甑で内湾ぎみに立ち上がった体部が口 縁部で短〈外反 し て終り、 最大径は 胴上位に有する。

底部はやや丸みをもった不安定な平底を呈する。 底部は 多 孔で現状では 1 0個の穿孔が確認される。

径は 5 - 8 mm ぐ らいでいずれも内から外へ穿孔されている。 口 縁部は横ナデされ、 体部は ヘ ラ ケ

ズ リ 後縦も し くは斜方向の雑なヘ ラ ミ ガキ がなされる。 内面口 縁部は 横、 胴部は斜めの雑なヘ ラ

ミ ガキ がなされている。 (8)は鉢で口 縁部に最大径をもつ。 外面は 剥落激 し く詳細不明であるが内

面は 横方向のていねいなヘ ラ ミ ガキ がなされている。

(9) - (1 1)は高杯で、 (9) は 脚部付近の破片 である。 脚部は端部に至ってハの字状にやや外反する形

態をとり端部は 丸く終る。 外面は縦方向の細く密なヘ ラ ミ ガキ がなされ内面は 横ハ ケ後ナ デ整形

される。 坪部内面は不定方向のていねいなヘ ラ ミ ガキ がなされ黒色処理される。 (10)は 脚部を欠損

するが杯部はやや厚手の作りで半球形を呈する。 外面は 口 縁部から杯中位 ま では 横方向に、 坪下

半は縦方向にていねいなヘ ラ ミ ガキ がなされ、 内面も主と し て横方向のヘ ラ ミ ガキ がなされ黒色

処理される。 (11)は 、 坪部は口 縁端部にて若 干外反 し 脚部は 短く端部にてハの字状に大き〈外反す
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表 12 14 号住居址出 土土器観察表

番 種 器 法 量 (cm) ! 成 形 調 整 備
号 別 種 口 径 底径 器 高

1 土 師 坪 12 . 9  8 2 4 9 ん． 外面 口 縁部 ヨ コ ナデ 体部 ヘ ラ ケ ズ リ → ヘ ラ ミ ガ キ 底部 ．
ヘ ラ ケ ズ リ →ナ デ 内 面 ’ ヘ ラ ミ ガ キ → 黒 色処理

2 須 恵 坪 10 . 8  3 .  7 4 . 0  ／ ． 5 外
内

面 ロ ク ロ ナ デ 底 部 回転ヘラ ケ ズ リ カ マ ド 付近面 ロ ク ロ ナデ

3 土 師 甕 1 9 . 6  / 4  ． 外面 口 縁部 ヨ コ ナデ 胴部 ： タ テ ヘ ラ ケ ズ リ 床内 面 口 縁部 · ョ コ ナ デ 胴部 ・ ハ ケ→ナデ

4 I/ 甕 2 1 . 0  4 7 36 0 ／ ， 5外
内

面
面

口 緑部
部

： ョ コ ナ デ 胴部
部

． タ テ ヘ ラ ケ ズ リ カ マ ド口 縁 ： ヨ コ ナ デ 胴 ナ デ

5 II 甕 17 . 6 ％ ヨ コ ナ テ・

6 II 甕 20 . l (6 . 5) 18 . 3  元- 外
内

面 口 縁部 ヨ コ ナ デ 胴部 ヘ ラ ケ ズ リ →ヘ ラ ミ ガ キ カ マ ド面 口 縁部 ： ョ コ ナ デ 胴 部 ： ヘ ラ ナデ→ナデ

7 ＂ 甑 12 2 (6 . 1) 12 . 5  ん1 外面 口 緑部 ヨ コ ナ デ 胴部 ヘ ラ ケ ズ リ →ヘ ラ ミ ガ キ 床底部 . 10孔有 内 面 ． ヘ ラ ミ ガ キ

8 II 鉢 18 6 ％ 外面 ． 不明 内 面 ： ヨ コ ヘ ラ ミ ガ キ カ マ ド

9 II 高 坪 6 . 0  ん4 脚外面 ： タ テ ヘ ラ ミ ガ キ 脚 内 面 ’ ハ ケ →ナ デ カ マ ド坪 内 面 ヘ ラ ミ ガ キ →黒色処埋

10 II 高 坪 15 . 1  ％ 外面 ： ヘ ラ ミ ガ キ 内 面 ’ ヘ ラ ミ ガ キ →黒色処理 床

1 1  II 高 坪 15 . 2  8 . 1  1 0  3 ん3坪外面 ’
ヘ ラ ミ ガ キ 坪 内 面 ヘ ラ ミ ガ キ → 黒 色処理 カ マ ド脚外面 ’
ヘ ラ ミ ガキ 脚 内 面 ナ デ

る形態 を呈する。 脚端部は 箆状工具に よ り面とりされる。 内外面とも雑なヘ ラ ミ ガ キ がなされ、

坪 内面は黒色処理される。 ま た脚 内面 は 箆に よ る調整後ナ デられる。

B
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r

 

� 

A
 

A ' 

406 . 70m 

“ 2 m  

図52 15 号住居址実測 図

15号住居址

遺構 （ 図52)

llI区中央に位置し、 14号住居址

の東側に隣接する。 16号住居址と

重複し、 この住居址によ り北側 を

切り込 ま れ、 ま た東側の大部分が

調査区域外にあるため確認した所

は 南西隅の ごくわずかである。 そ

のため形態 は 方形を呈すると思わ

れるほか詳細については不明であ

る。 西壁の掘り込み は 23cmである。

遺物
実測可能な遺物 は出土していな

し 、 ゜
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鬱

゜ 2 m  

図5 3 16 号住居址実測 図

16号住居址

遺構 （図53)

III区北端に位置 し 、 調査では西側の半分 に満た な い 部分 を検出 し た 。 し か し 住居址中央部に排

水管が埋設 さ れ て 1. 9mの幅で破壊 を 受け 、 更 に 南側は ピ ッ ト群 •土壊 に よ り 床面下まで掘 り 込ま

れ て いる。 また 15号 ・ 1 7号住居址と重複関係 に あ り 、 15号よ り 新 し く 、 17号よ り 古 い。 形態 は 隅

丸 方 形 を 呈する も のと思わ れ 、 その規模は 南北 間 7. 25m を 測る大形の住居址である。 床面は 平坦

であるが南壁 か ら 北 壁 に かけ て 1 0cm程差 を も っ て 傾斜する。 掘 り 込 み は 南壁で16cm 、 北 壁 直 下で

24cm を 測 り 、 西 壁 は 4 1cm に なる。 主 柱 穴 は p 1 (最大幅65cm · 深 さ 5 2cm) と p 2 (最大幅 85cm ·

深 さ 67cm ) が考え ら れる。 多 分 4 本柱方 形配列 に なるであ ろ う 。 カマ ド は 確認 さ れ な か っ た 。 尚 、

西 壁の軸線 は N-21 ゜— E の 方 向 に なる。
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面は縦方向の細 〈 ていねい なヘ ラ ミ ガキがなさ

れ内面も横方向のヘ ラ ミ ガ キ が なされている。 また内面頸部下には指頭に よ る調整痕を顕著にと

図54 16号住居址出土土器実測 図

遺物 （図54)

土師器の鉢、 甕形土器、 須恵器の甕形土器が

出土している。 ( 1)は鉢で 口 縁部は頸部から緩や

かな 〈 の字状を なして外反し、 端部は丸 〈 終る。

外面は横ナ デ後ハ ケ 状工具の よ う なものでナ デ

つけられる。 内面 口 縁部は斜めもし 〈 は縦方向

の荒いヘ ラ ミ ガキ 、 体部は横方向のヘ ラ ミ ガキ

が なされ黒色処理される。

(2)は土師器甕の 口 縁部で頸部から 〈 の字状に

鋭く外反し、 口 縁部は面とりされる。 口 縁部外

どめている。

(3)は須恵器の甕で 口 縁部は 〈 の字状に強く短く外反 し端部にて肥厚する。 また 口 縁部は面とり

される。 口 縁部は内外面ともに ロ ク ロ ナ デされるが、 外面胴部は平行タ タ キ 後ロ ク ロ ナ デされ内

面胴部はユ ビ ナ デされている。

撹乱

17号住居址
ー

A 

B ' 

A'
 

ー

9

B
 

E
 00·
9
 

•
V
 

B ' 

406 . 00m 

鳳 2 m

図55 17号住居址実測図

遺構 （図55)

III 区の 16号住居址検出中に発見され

た住居址である。 形態は隅丸方形を呈

するものと思われるが、 その規模等は

北西隅部の調査であったため不明であ

る。 16号住居址から本住居址の床面ま

で30cmを測り、 両住居址とも 年代にそ

れ程差が見い出せ ないので本来の壁高

を60cm前後と推定する。 床面は平坦で

軟弱である。 柱穴・カマ ド等の施設は

確認されなかった。

遺物
実測可能な遺物は出土していない。
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表13 16号住居址出 土土器観察表

番 種 器 法 黛 (cm)

! 成 形 調 整 備
別 種 ロ 径 底径 器高

l 土 師 鉢 1 6 . 0  外
内

面 ： ナ デ
1/ • 面 口 緑部 ： 縦ヘ ラ ミ ガ キ 体部 ： ヨ コ ヘ ラ ミ ガ キ →黒色処理

2 " 甕 19 . 1  外面 ’ 縦ヘ ラ ミ ガ キ1/ ’ 内面 ’ 横ヘ ラ ミ ガ キ
3 須 恵 甕 16 9 ゾ5 外面 ． 平行 タ タ キ →ナデ 内 面 口 緑部 ： ロ ク ロ ナ デ

胴部 ナ デ

- 38 -31 
〇 - 37

゜ SB14 

0 一34

旦◎ -45 0 -35 

◎ -33 

◎ - 31 

o - 26 

◎ -35 

SB12 

B B ' 

407 . OOm 

量 ゜ 2 m  

A A '  
407 . OOm 

贔
図56 2 号溝址 ・ ピ ッ ト 群実 測 図
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2 号溝址、 ピ ッ ト 群

遺構 （図56)

I I 区と III 区との接合部にある。 こ の溝址は円弧を描くが一周はしていな〈、 南西部で掘り込ま

れていない。 いわば陸橋のある円形周溝といえ よう。 北からの溝は幅を減じつつ終結し、 南側の

終結は 12号住居址内にある。 溝址の内法は東西5 .2mで、 45゜西に傾いたと こ ろでの内法は5 .6mを

測る。 溝幅はほぼ 一定しており55cm- 60cmで、 深さは北の終結部は 12cmになり更に北上するに従

い深くなり 14号住居址付近では34cmになる。 また南にい〈にしたがって高〈なって、 14号住居址

の南壁では20cmになり、 12号住居址の東壁のと こ ろではまた深〈39cmを測る。 溝の形態はU字形

で底面は平坦である。 こ の溝址の時代認定には確固 とした資料を得ていないため不安があるが、

12号・ 14号住居址により切り込まれている点と、 覆土から出土した土器のうち も っと も 新しい も

のか古墳時代後期の も のであったので こ の時期の所産と考 え たい。

また こ の溝址をとり囲むように 13個の小 ピット群が散在している。 こ れらの ピットには統一性

がなく何の施設があったのか理解できない。 ただ こ れらの ピットは溝址内におさまっており、 溝

外にない こ とから こ の溝址に関連ある遺構と考 え ている。

石器 • 玉類 （図5 7)

( 1)は 1 0号住居址床面より出土した石皿で、 (2)の丸石と組み合わされた状態で出土しているが、

(2)の表面には磨減が認められず自然石に近い。 ( 3)は 3 号住居址より出土した磨石であり、 安山岩

製である。

( 4)は碧玉製管玉で 13号住居址覆土より出土している。 両端は欠損するがその後再研磨されてい

る。 現存長約1 .4cmを測り、 径 2mmほどの穿孔がなされている。 (5)は土製小玉で 1 7号住居址覆土よ

り出土している。 径約 9 mmを測り、 また径 1 mmはどの穿孔がなされている。

検 出 面 出 土 の 古墳時代の遺物 （図58)

( 1 )は古式土師器の壺形土器口 縁部破片である。 内外面と も 強い ヨ コ ナ デを行った後に、 軽いヘ

ラ ミ ガ キ を加 え ている。 ( 1)- ( 3)は土師器の杯で(2)( 3)はと も に半球形の形態をとる。 (2)は外面はヘ

ラ ケ ズリ 後比較的ていねいなヘ ラ ミ ガキ が調整され、 底部 も 丸底を呈する。 内面は斜方向のヘ ラ

ミ ガキ 後黒色処理される。 ( 3)の外面は磨耗のため不明であるが内面は(2)同様黒色処理されている。

( 4)は口 縁部端部が短〈外反する形態を呈する。 口 縁部外面は強い横ナ デが行われ、 坪部は不定方

向のヘ ラ ケ ズリ のみでヘ ラ ミ ガ キ は加え られない。 内面は全体にていねいなヘ ラ ミ ガ キが行われ

ている。 (5) は須恵器の無蓋高坪で、 内外面と も 雑な ロ ク ロ ナ デが行われている。

(6)は円筒埴輪の底部破片で内外面と も に指頭による調整痕を顕著に残している。 また底部には
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図57 石製品 ・ 玉類実測図
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図58 検 出 面 出 土 の 古 墳 時代の遺物

切 り 離 し 時 に 用 い た と 思 わ れ る 棒状工具の圧痕が認め ら れ る 。

表14 検 出 面 出 土 土器観察表 （古墳時代）

番 種 器 法 量 (cm) ! 成 形 調 整 備
号 別 種 口 径 底径 器 高

1 土 師 壺 17 2 ％ 内外面 と も ヨ コ ナデ後軽い ミ ガ キ

2 II 坪 14 9 5 . 5  ／ 1 3 外
内

面
面

ヨ コ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ →ヘ ラ ミ ガ キ
． ヘ ラ ミ ガ キ → 黒色処理

3 II 坪 12 1 ％ 外面 ： 磨耗 内 面 ： ヘ ラ ミ ガ キ →黒色処理

4 II 坪 1 2 . 4  ん1 外
内

面 口 縁部 ． ヨ コ ナ デ 坪 部 ヘ ラ ケ ズ リ
面 ． ヘ ラ ミ ガ キ

5 須 恵 高 坪 14 1 ％ ロ ク ロ ナ デ

6 埴 綸 20 5 ％ ナデ
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第 6 節 奈良時代の遺構 と 遺物

該期の遺構で明確に判 別 できる も のは、 1 号と 5 号住居址だけである。 ただ II 区と Ill 区にみら

れた規格性 ・統一性のある ピ ッ トを建物址あるいはその一部分と想定し、 古墳時代の住居址を掘

り込んでいるためこれより新しい時期の所産と考えて本期の遺構とした。 建物址と判断したのは

3軒である。

1 号住居址

遺構 （図5 9)

I 区の北端に位置し、 2 号住居址と重複するが、 これより も 新しい住居址である。 形態は隅丸

方形を呈する も のと思われるが、 規模等については、 西側の半分以上が調査区域外にあるため不

明である。 掘り込みは北壁で23cm、 東壁で 17cmを測る。 床面は平坦で軟弱な も のになり、 幾分東

から西へ、 北から南に傾斜する。 柱穴・カマド等の施設は確認されなかった。 尚 、 東北壁に柱穴

様の遺構 （ ピ ッ ト 1 )があるが、 覆土等から本住居址とは関係ない も のと思われる。

遺物 （図60)
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゜
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407 . 30m 

鵬
2 m  

図59 1 号住居址実測 図

須恵器坪 • 高台付坪、 土師器坪形土

器が出土している。 ( 1)(2)は須恵器杯で、

( 1)の坪部は底部から直線的に外開し端

部は丸みを も って終る形態を呈する。

坪部は内外面と も に ロ クロ ナ デされる

が内面底部はその後雑なナ デ整形がな

される。 底部は左まわりの回転ヘ ラ ケ

ズリ がなされ、 その後不定方向の雑な

ナ デ調整が行われる。 また底部には

「 又状のヘ ラ 記号が施されている。 色

調は灰 白色を呈する。 (2) も 内 外面と も

ロ ク ロ ナ デされるが底部には箆状工具

による切り離し痕をと どめている。

( 3)- (5)は須恵器高台付坪である。 ( 3)

の坪部は底部から比較的直に内湾ぎみ

に立ち上がり端部にて若干外反する形

態をとり、 また端部は丸みを も って終
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図60 1号住居址出 土 土器実測図

る。 高台 は貼り付け高台で高台 内側の接合部

と 端部付近には沈線力憎iされている。 ( 4X5lは

と もに貼る付けに よ る角方台 をもつが(5)の底

部には回転ヘ ラ ケ ズリ が認められる。 (6)は土

師器の椀形土器で、 底部から内湾ぎみに立ち

上が っ た後口縁部で短く外反 し て終る形態を

呈 し 厚手につ〈られている。 口縁部外面は強

い ヨ コ ナ デがなされ、 体部はヘ ラ ケ ズリ 後雑

なヘ ラ ミ ガ キ がなされる。 口縁部 と 体部 と の

境には明確な稜を残さない。

表15 1 号住居址出土土器観察表

番 種 器 法 量 (cm)
成 形 調 整 備

号 別 種 ロ 径 底径 器 高

l 須 恵 坪 14 . 2  8 . 2  3 9 ％ ロ ク ロ ナ デ 底部 · 回 転ヘ ラ ケ ズ リ →ナ デ 底部に ヘ ラ 記号有

2 II 坪 5 . 1 パ ロ ク ロ ナ デ 底部 ： 回転ヘラ ケ ズ リ

3 " 台 坪 1 1 . 8  9 3 4 .  I ％ ロ ク ロ ナ テ”

4 II 台 坪 9 . 6  ½。 ロ ク ロ ナ デ

5 ＂ 台 坪 1 1 . 0  パ ロ ク ロ ナ デ 底部 ． 回転ヘラ ケ ズ リ

6 // 椀 12 . 3  ん1 外
内

面 口 緑部 強 い ヨ コ
色
ナデ 体部 ’ ヘ フ ケ ズ リ →ヘ フ ミ ガキ

面 ： ヘ ラ ミ ガ キ → 黒 処理

5 号住居址

遺構 （図61 · 62)

I区北側住居址群のう ち 最も南に位置 し 、 4 号住居址の東側を切り込んで構築される。検出 し
た部分は西側 2分の 1 程で他は調査区域外にある。 形態は隅丸方形を呈するもの と 思われる。 東
西間は4 .45mを測るが主軸（南北） の規模は不明である。 掘り込みは北壁22cm · 南壁41cm · 西壁
35cmを測る。 床面は貼り床され堅緻で平坦である。 主柱穴 2個確認され 4 本方形配列であろう。
p 1 は径31cm · 深さ50cmで、 P 2は径40cm · 深さ35cmを測り、 P 2の柱痕は径22cmである。 南西
隅付近の掘り込みは長軸70cm ・ 短軸50cm程の楕 円形を呈 し 、 深さ 24cmになる。 貯蔵穴であろう。

カマドは西壁中央に設けられ、 粘土製両袖形のものである。 焚口に長楕円形の 自然石（袖石）
が長軸を縦に し て埋設されるが、 左側の袖石は抜 き 去られ、 ピッ ト状にそ の痕跡を残 し ている。
火床は壁に向かっ て掘り込 ま れ床面 よ り 1 0cm深くなる。 焚口部に厚さ 5 cm程の焼土が残存 し 、 奥
部には認められなか っ た。 カ マド主体部の規模は袖部45cm · 焚口内法30cmを推定する。 煙道は明
瞭に残っ ており、 西壁から直角に約I .Sm突出 し ている。残存部での幅 22cm- 15cmのト ン ネル式の
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図61 5 号住居址実測図

も の で、 先端 は 30cm程の ピ ッ ト 状 を 呈 し て 立 ち 上 が る 。 覆土上部 は 焼土混 り の 崩落土で、 下部は

炭化物を 多 く 含 ん で お り 、 こ の カ マ ド 内 及 び左右 に は 坪 ． 鉢 • 甕等の 土器片 が散在 し て い た 。 ま

た p 1 の 南西 に 床面 に 接 し て 甕 2 個体がつぶれ た 状態 で 出 土 し た 。

遺物 （図63)

坪 ・ 甕 ． 鉢形土器 な ど が出 土 し て い る 。 ( 1 ) - (3)は 土師器の杯で、 ( 1 ) は 杯 部 が底部か ら 内 湾 ぎ み

に 立 ち 上が り 端部 は 丸 〈 終 る 。 坪部外面 は 横方 向 の 細 く て い ね い なヘ ラ ミ ガ キ が な さ れ、 底部 も

不定方 向 の て い ね い な ヘ ラ ミ ガ キ に よ っ て 仕上 げ ら れや不安定 な平底状 を 呈す る 。 内 面 は 斜方向

を 主 と し た ヘ ラ ミ ガ キ が な さ れ黒色処理 さ れ る 。 (2)(3)は 口 縁部破片 で、 と も に 坪部上位で 口 縁部

が立 ち 上 が る 形態 を 呈す る が 口 縁部 と 体部 と の境に は 明確 な稜 を 残 さ な い 。 ロ 縁部外面 は 横ナデ

さ れ た 後ヘ ラ ミ ガ キ さ れ、 体部は ヘ ラ ケ ズ リ 後ヘ ラ ミ ガ キ さ れ る 。 内 面 も やや雑 な ヘ ラ ミ ガ キ が
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図62 5 号住居址 カ マ ド実測図

な さ れ る 。 (4)は 須恵器高台付坪で、 坪部は 底部か ら 直線的 に 外開 し 端部 に て 若干外反す る 。 坪部

は 内外面 と も ロ ク ロ ナ デ さ れ、 底部は 回転ヘ ラ ケ ズ リ さ れ る 。 高 台 は 貼 り 付け に よ る 角 高 台 で あ

る 。

(5) -(9)(11)は 土師器の甕で あ る 。 (5)は 口 縁部が頸部で強 い 〈 の字状の屈 曲 を な し て 直線 的 に 外 反

し 、 胴部は上半で強 く 張 り こ の部分に最大径 を も つ。 ロ 縁部外面 は 横 方 向 に ハ ケ整形後ナ デ ら れ

胴部は 主 と し て 縦方 向 の ハ ケ 整形 が な さ れ る 。 ま た 胴下 半 に は 縦方 向 の ヘ ラ ケ ズ リ が認め ら れ る 。

内 面 は 口 縁部、 胴部 と も に 横 ハ ケ 整形 さ れナ デ ら れ て い る 。 器壁 は 薄 く 仕上げ ら れて い る が胎土

に は 小石等 を 多 量 に 含み 、 粗雑 な 感 じ の す る 土器 で あ る 。
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図63 5 号住居址出土土器実測図

(6)- (9)は長胴甕である。 (6)は底部を欠 損するが、 口 縁部は頸部から比較的大き〈外反し口 縁部

に最大径をもつ。 胴部は上位から中位にかけてやや張りを持つ。 口 縁部は内外面とも強い ヨ コ ナ

デが行われ、 胴部外面はその後縦方向のヘラ ケ ズリ がなされさらに軽いヘ ラ ミ ガキ が加えられる。

内面は横方向のヘ ラ による平滑化がなされ、 比較的ていねいにナ デ整形される。 (7)は口 縁部が短

く外反し最大径は胴部に有すると思われる。 口 縁部は内外面とも横ナ デされ胴部外面は縦方向の

ヘ ラ ケ ズリ 、 内面はヘ ラ による平滑化後ナ デ整形される。

(8)(9)はともに胴下 半から底部にかけてであり、 外面は縦方向のヘ ラ ケ ズリ がなされる。 (8)の内

面底部付近はくもの巣状にハ ケ整形がなされ、 (9)の内面は全体にていねいなヘ ラ ミ ガキ がなされ

ている。 (11)は小型 の甕で口 縁部は短くくの字状に外反し 、 胴部は胴下半でやや強〈張りこの部分

に最大径をもつ。 口 縁部には横ナ デ、 胴部は主として斜方向のヘ ラ ケ ズリ がなされ 、 底部は不定

方向のヘ ラ ケ ズリ によって丸〈仕上げられている。 内面は横ハ ケもし〈はヘ ラ による平滑化後ナ

デ整形される。

(10)は土師器の鉢で体部は分厚い底部から内湾ぎみに立ち上がり、 口 縁部は端部が強〈ナ デられ

て尖りぎみとなる。 外面は口 縁部は横、 体部は縦方向の雑なナ デ整形がなされ、 底部もナデで仕
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表 16 5号住居址 出 土 土 器観察表

番 種 器 法 湿 (cm)
号 別 種 口 径 底径 器窃

l 土 師 杯 1 2 . 5  6 1 4 9 

2 II 坪 12 6 

3 II 坪 12 . 4  

4 須 恵 台 坪、 14 1 8 6 3 . 9  

5 土 師 甕 1 2 . 6  6 .  7 18 . l 

6 " 甕 15 . 8  

7 " 甕 19 . 7 

8 " 甕 4 . 7  

， " 甕 5 . 2  

10 II 16 . 8  8 . 2  9 . 7  

1 1  " 小型甕 12 3 13 4 

成 形 調 整

y` 外
内

面 ヨ コ ヘ ラ ミ ガ キ 底部 ’
ヘ ラ ミ ガ キ

面 ヘ ラ ミ ガ キ →黒 色処理
％ 外面 口 緑部 ： ヨ コ ナデ→ヘラ ミ ガ キ 体部 ヘ ラ ケ ズ リ →ヘ ラ ミ

ガキ 内 面 ： ヘラ ミ ガ キ
％ 外面 口 緑部 ． ヨ コ ナデ→ヘ ラ ミ ガ キ 体部 ヘ ラ ケ ズ リ →ヘ ラ ミ

ガキ 内 面 ヘ ラ ミ ガ キ
％ 体部 ロ ク ロ ナデ 底部 回転ヘラ ケ ズ リ

ん4 外面 口 縁部 ハ ケ → ナ デ 胴部 ハ ケ → ナテ・

内 面 口 緑部 ハ ケ → ナ デ 胴部 ’ ハ ケ → ナ デ
4／ 5 外

内
面
面

口 縁部
部

： ヨ コ ナ デ 胴部 ： 縦ヘラ ケ ズ リ →ヘ ラ ミ ガ キ ？
口 緑 ヨ コ ナ デ 胴部 ： ヘ ラ 平滑化 ？ →ナ デ

外
内

面 口 緑部 ヨ コ ナ デ 胴部 ． 縦ヘ ラ ケ ズ リゾ5 面 口 縁部 ヨ コ ナ デ 胴部 ： ヘ ラ 平滑化→ナデ

％ 外面 ： 縦ヘ ラ ケ ズ リ 内 面 ’ ハ ケ

％ 外面 縦ヘ ラ ケ ズ リ 内 面 ヘ ラ ミ ガ キ

ん嶋 外面 口 縁部 ． ヨ コ ナ デ 体部 ： ヘ ラ ケ ズ リ 後ナ デ
内面 ナ デ→雑なヘ ラ ミ ガ キ →黒色処理
外面 口 緑部 ヨ コ ナ デ 胴部 ． ヘ ラ ケ ズ リ

1/ ’ 内面 ハ ケ→ヘ ラ に よ る 平滑化→ナ テ・

上げられる。 内面はヘ ラ による平滑化がなされた後ナ デられ黒色処理される。

1 号建物址

遺構 （図64)

備

床

床

床

床

床

I I 区の中央付近から東側にかけて検出された柱穴群を抽出した。 調査遺構名では ピット 5 - 1 2  

にあたる。 推定する規模は、 東西 2 間・南北 2 間の も ので、 東西 l 間を 1 .65m、 南北のそれを 1 .

40m前後の も のである。 南北軸 の方向はN-35°-Wになる。 柱痕は確認できなかった。 これらの

柱穴は円形又は楕円形を呈する も ので、 その規模は以下のとおりである。 p 5 (径63cm · 深さ42

cm)· P 6 (径55cm ・ 深さ32cm)· P 7 (最大幅5 8cm · 深さ36cm)· P 8 (径5 7cm · 深さ5 9cm)· P

9 (径60cm · 深さ47cm)· P lO (最大幅5 2cm · 深さ32cm)· P 1 1  (最大幅60cm · 深さ46cm)· P 1 2  (最

大幅 70cm · 深さ40cm)。 尚、 この建物址北西に ピット 13- 15が点在し、 規模・掘り込み等類似する

ので同様遺構の一部と考えられるが、 調査地内からは明確にできなか っ た。

2 号建物址

遺構 （図65)

III区中央の土猥状 ピット群の中から抽出 し た も ので、 調査時の遺構名では、 ピット 16- 1 9 · 26

をあてる。 形態は東西 2 間 • 南北 2 間が予想され、 そのうち調査では北側の部分を検出したにす

ぎない。 東西 1 間は 1 .7m、 南北のそれは 1 . 8mと推定する。 南北軸 の方向はN-26°-Wになる。
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図64 1 号建物址実測図

こ の遺構 を構成する ピ ッ ト は 他の も のより も 大きく、 円 形 を 墓調とするが不整形になる も のが 多

い。 規模等について以下のとおりである。 ただ し 深さについて実測図では 他の遺構との関連の数

値 を 示 し ているが、 本文では他の も のと重複 し ない ピット1 8の上面からの数値 を 記する。 P l8(最

大幅 105cm · 深さ 82cm) · P 17 (最大幅 1 15cm ・ 深さ1 10cm) · P 16 (径96cm · 深さ66cm) · P 19 (径

1 15cm ・ 深さ93cm) · P 26 (径約 1 20cm ・ 深さ65cm ) 。
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3 号建物址

遺構 （図65)

llI 区の中央、 2 号建物址の東に隣接する。 し か し これとの同時存在は 、 ビッ ト 18と20が重複 し

ている こ とから考 え られず、 本建物址の方が新 し い。 形態 はやはり東西 2 間・南北 2 間の建物を

予想する。 規模は 東西 1 間1 . 5m ・ 南北1 . 0mを推定 し 、 調査時の遺構名では ピッ ト 20 - 22 · 24と

16号住居址の柱穴 2の再利用が考 え られる。 南北軸 の方向 は N-30'- Wになる。構成する ヒ゜ット

の規模は以下のとおりで、 深さについては 2 号建物址の例と同じである。 P 20(径62cm · 深さ85

cm) · P 21 (径82cm · 深さ89cm) · P 22(径77cm · 深さ92cm) · P 24(径68cm · 深さ74cm) · 16号住

居址 p 2 (最大幅82cm ・ 深さ116cm) 。 尚 、 このはかに P 25(径85cm · 深さ96cm) · P 23(短軸 85cm

深さ59cm) と P 22の上部 （規模不明・深さ72cm) も等間隔に配置されている よ うであるが対辺的な

ピッ ト が確認できなかった。
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第 7 節 乎安時代の遺構 と 遺物

今回の調査で確認 さ れた遺構は、 4 号土堀 1 基にすぎない。 それも II I区北側の土層 観察用試掘

坑断面からのもので全容は不明である。 また該期の遺物量も少 な く、 調査結果がそのまま平安時

代の姿を示しているように思える。 即ちこの地域には何らかの理由で集落が営まれな かったこと。

多分浅川の影響であろ う 。

4 号土塘

遺構 （図 6 )

III区の北端遺構である。 大溝状の斜面に掘り込まれてるが、 前記したとおり形態等は不明であ

る。 平面で確認でき なかったのは、遺構の東端部付近を検出したためと思われる。 南壁の掘り込み

45cmに なり、 底面の南北間はl .7mを測る。 また底面は二段あり、 下部のその長さは約1 .3mであ

図66 4 号土堀出土土器実測図

表17 4 号土横出土土器観察表

: I :  I I 

I I 

る。 覆土は黒褐色シルト質粘土層である。

遺物 （図66)

突 帯付四耳壺が 1 点出土している。 ロ

縁部を欠損し残存高は34.5cmを測る。 肩

部に一条の突帯がめ ぐ り、 耳は突帯上端

から下 方に貼りつけられている。 広口 長

頸の口 縁部と思われ肩 部は丸みを帯びて

張る。 胴部は長胴平底をなしている。 突

帯は断面四角形を呈し、 耳部も断面四 角

形で上方から下方へ径 5mmは どの穿孔か

な されている。 口 頸部は内外面とも ロ ク

ロ ナ デ さ れ、 胴部は全体に左下がりの平

行タ タ キで成形されている。 また胴下半

は平行タ タ キ 後 ヨ コ ナ デが行われる。 胴

部内面は全体にていねい な ナ デ整形が な

されている。

成 形 · 調 整 備 考

l 修頁 恵 I 四 耳壺 I I 外面 口 緑部 ： ロ ク ロ ナ デ 胴部 ： 平行 タ タ キ →下端 に ヨ コ ナ デ／ 
4 内面 口 緑部 ： ロ ク ロ ナ デ 胴部 ： ナ デ
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検 出 面 出 土 の 奈良 時代以降の遺物 （図67)

( 1)は土師器の小型坪で猪口 状の形態をとり、 口 縁端部内面は面とり さ れる。 器壁は 非常に薄〈

つく ら れ精巧な感じがする。 外面は全体にナ デ整形 さ れ、 内面は ていねいな横ヘ ラ ミ ガ キ 後黒色

処理 さ れる。

(2)は 須恵器坪で口 縁部は やや外反する。 外面には ロ ク ロ 痕を顕著に残し底部は回転糸切り さ れ

る。 (3)は高盤の脚であろうか。 内 外面とも雑な ロ ク ロ ナ デがな さ れ、 脚端部は 嘴状を呈する。

(4)は土師器の小型甕で、 口 縁部は 頸部か ら 短〈くの字状に外反し端部は 強〈横ナ デ さ れること

により嘴状に立ち上がる。

三 3 〗

図67 検出面 出土の奈良時代以後の遺物

表 18 検出面出土土器観察表（奈良時代以後）

番 種 器 法 量 (cm)
成 形 調 整

別 種 口 径 底 径 器 高

1 土 師 坪 6 9 ％ 外面 ’ ナ デ 内 面 ： ヘ ラ ミ ガ キ →黒 色処理

2 須 恵 坪 12 . 6  5 . 8  3 . 8  ％ ロ ク ロ ナデ 底 部 回転条 切 り

3 ＂ 脚 1 1 . 4  ％ ロ ク ロ ナデ

4 土 師 甕 1 1 . 9  ％ ＂ 

第 8 節 時期不明の遺構

ロニ

備

時期を決定する根拠資料がないものを一括して扱う。 遺構名としては、 ピット 1 - 3と 1 号・

2 号土城である。

ピ ッ ト 1

遺構 （図68)

1 号住居址の東壁上にあり、 他に関連する遺構が周辺になく、 単独で検出 さ れた。 形態 は 卵形

を呈し、 長軸 8 1cm ・ 短軸 58 cm · 深 さ 53cm程の規模になる。 奈良 時代の 1 号住居址を切り込んでい

るのでこれよりも新しい。
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A
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1 号土堀

＼ 

406 . SOm 
A ' 

407 . 30m 

゜ 2 m  
2 号土凋

図68 ピ ッ ト 1 · 2 1号 ・ 2 号土壊実測図

ピ ッ ト 2 · 3

遺構（図68)

I 区の 2 号住居址の東側にある。 2 個並んで検出された が、 他に関連するものがない。 形態 は

2 号建 物址の ピットに近似するが浅い。 ピット 2 は 円形を呈し、 径70cm · 深さ19cmの規模になる。

ピット 3も円形で、 径67cm ・ 深さllcmを測る。

1 号土塘

遺構（図68)

I 区の 2 号住居址と 3 号住居址の間にある。 遺構の中央部は 排水管により破壊され、 南側は 調

査区域外へ延びるため全容 は不明である。 形態 は不整楕 円を呈するものと思 われる。 短軸 の最大

幅 は lm前後を推定し、 東壁での深さは 32cmである。 底面は 軟弱で西から東へ傾斜する。

2 号土壊

遺構（図68)

III区北側の柱穴群内にある。 北側は 排水管埋設により破壊を受け、 更に南壁は 16 号住居址の柱

穴と重複する。 ただこの重複の新旧関係は不明である。 住居址よりも古いものであれば掘り込み

の深さを床面より68cmと推定し、 新しいものであれば107cmの掘り込みになる。 形態 は 隅丸長方形

を呈するものと思われる。
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第 4 章 調査の ま と め

本遺跡か ら は前述のとおり、 縄文時代～ 平安時代にわたる 多数の遺構が検出 さ れた。 以下各時

代ごとにその概要を述べ調査のまとめとしたい。

〔縄文時代〕 住居址 1軒、 土猥 l基を検出した。 遺 物はともに前期初頭の関山式期を中心とする

が、 3 号土横出土資料は早期末にまで遡る可能性を有し、 尖底と平底の伴出等問題を有する資料

と言えよう。 善光寺平地域においてこの時期の資料は皆無に近く、 管見によるかぎり長野市牟礼

バイ パスA 地点遺跡において関山式期の破片が出土しているのみであるが、 本遺跡においては復

元し得るもので計 6個体の資料が明確な遺構に伴って検出 さ れた点 、 今後の研究に大きな意義を

有するものと言えよう。 また遺跡の立地も扇状地扇央付近であり、 この時期の遺跡立地の従来の

認識に対し再考を促すものといえよう。

〔弥生時代〕 住居址 4軒• 溝址 1 . 土器集中遺構 lを検出したが、 時期的には弥生時代中期一栗林

式期 (S B 4 · S B  7 · S B  9 · S D  1 · 土器集中遺構） 、 弥生時代後期一箱清水式期 (S B ll)に大

別され、 中期が主体を 占 める。 中期の住居址は比較的検出状況が良好な 4 号、 7号住居址に見る

ように、 径4.0-5 .Qm前後の円形フ゜ ラ ンをとり、 炉は地床炉でほぼ 住居址中央 に設定 さ れている。

また後期の 1 1 号住居址は詳細は不明なが ら も方形もしくは長方形プ ラ ンが想定 さ れる。 千曲川下

流の北信地域における弥生時代住居の平面形態は、 中期では円形フ゜ ラ ンが主流で炉も住居址中央

部に設定され、 後期では長方形プ ラ ンヘ移行し炉も壁際～ 柱穴 間へ移行することが諸先学により

指摘されているが、 本遺跡においても同様の傾向が認め ら れるものと言えよう。

次に本遺跡か ら は特殊なものとして土器集中遺構が検出 さ れている。 径約 1 m は どの範囲内に

壺形土器を主体に土器片 が集中して検出されたものであるが、 明確な掘り込み等は確認し得なか

った。 土器の廃棄場 ・ 祭祀遺構等さま ざまな可能性が推測されるが、 本地域では現在のところ に

他に類例もなく、 今後の検討課題としたい。 各遺構の細かな時間的位置については詳述する余裕

はないが 、 4 号住居址 、 土器集中遺構はいわゆる栗林 I 式期 、 1 号溝址は栗林 II式期に位置づけ

ることが可能かと思われる。

〔古墳時代〕 住居址が 1 1軒検出されているが 年代的にはすべて古墳時代後期 ～ 末葉に比定し得るも

のである。 比較的良好な資料を出土しているものには、 2 · 3 · 14号住居址等かあげ ら れよう。 14
号住居址は各器種が比較的そ ろ って出土しており、 この時期の器種構成を検討する上で良好な資

料とな ろ う。 同 住居址出土の須恵器坪 （図5 1 2)は形態の上か ら 7 C 前半頃に比定 さ れようか。

住居址の切り合い関係か ら は 3 号住→ 2 号住と い った関係が確認 さ れるが、 土器様相の上か ら は

大きな変化は認め ら れない。 また奈良時代の資料と比較しても土師器の様相 、 特に甕の形態など

には長胴化傾向といった一系的な発展傾向は必ずしも認め得ず、 当該期における複雑な様相の一
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端がうかがわれる。 12 号住居址からは 須恵器のフ ラ ス コ 形長頸壺が出土した。 長野市内では初め

ての出土である。 東海地方において 6 世紀末- 7 世紀初頭に出現したものといわれるが、 当 該期

における須恵器の生産、 流通の問題を考える上で今後注目すべき資料とな ろ う。

〔奈良時代• 平安時代〕 奈良時代の遺構とし て は 住居址 2軒ならびに建 物址 3軒が検出 された。 5

号住居址から比較的良好な資料が出土して いるが土師器の様相には前述のとおり大きな差異が認

めがたい。 建 物址はそれに伴う明確な遺 物を欠き、 時期等の詳細は不明であるが、 特に 2 号建 物

址などは 比較的規模の大きな掘り込みを有する点注目される。 平安時代の遺構は 土壊が 1 基確認

されたのみである。 限定された調査範囲からは 詳細は不明であるが、 各時期ごとの生 産構造の変

革をふまえた遺跡立地の検討が必要とされよ う。
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図版 l
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第 III区全景



18号住居址



図版 4

3 号土堀 ・ 遺物出 土状況

4 号 住居址



図版 5

9 号住居址



1 1号住居址



図版 7

土器集 中 遺構



図版 8

2 号住居址

2 号 ・ 3 号住居址



図版 9

3 号住居址

3 号住居址遺物出 土状況






